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越前和紙の製紙工場では今、来年

のえと「亥」を描いた色紙づくりが

最盛期を迎えています。

今年も残すところ、あとわずかです。

皆さんも新年を迎える準備を進め

ましょう。

いのしし
越前和紙の製紙工場では今、来年

のえと「亥」を描いた色紙づくりが

最盛期を迎えています。

今年も残すところ、あとわずかです。

皆さんも新年を迎える準備を進め

ましょう。

いのしし
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切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

どの計画について意見を述べるのか選んでください（項目の先頭に印をつけてください）

※
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
・・・ 

重
要
な
計
画
な
ど
を
考
え
る
と
き
に
、
事
前
に
内
容
を

公
開
し
、
期
間
を
設
け
て
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

問
合
先
　
秘
書
課
広
報
広
聴
室

　
1(

２
２)

３
４
２
８

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
２
）３
３
０
７

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
　

　k
o
u
ty

o
u
@

city
.ech

izen
.lg

.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　h
ttp

://w
w

w
.city

.e
ch

ize
n
.lg

.jp

　
掲
載
の
ハ
ガ
キ
に
意
見
を
記
入

し
、
切
り
取
っ
て
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。（
切
手
不
要
）

締
切
日
　
１
月
10
日
(水)
　

※
ご
意
見
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

自由にご意見をお書きください

「
越
前
市
」の
将
来
を
、

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
越
前
市
」の
将
来
を
、

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

パブリック・コメント（4本）
目　　次

◎「総合計画」� …３頁

◎「中心市街地

　　　 活性化プラン」� …４頁

◎「越前市国民保護計画」�…４頁

◎「男女共同参画プラン」�…５頁

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
！

〜
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
〜

※

　
市
で
は
、現
在
、今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る「
総
合
計
画
」を
は
じ

め
、「
中
心
市
街
地
活
性
化
プ
ラ
ン
」、「
越
前
市
国
民
保
護
計
画
」、「
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」の
制
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
ま
ち
を
明
る
く
元
気
の
あ
る
快
適
な

ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
、皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
募
集
し
ま
す
。  

※詳しい資料は、市ホームページ、または情報公開室、

今立総合支所、各地区公民館でご覧になれます。

C O N T E N T S
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□ 「総合計画」　　　　　　　□ 「中心市街地活性化プラン」

□ 「越前市国民保護計画」　　□ 「男女共同参画プラン」



●問合先

政策推進課

1（22）3016  FAX（22）9106
電子メールアドレス
kikaku@city.echizen.lg.jp

○
元
気
な
産
業
づ
く
り

（
産
業
が
元
気
な
ま
ち
の
実
現
）

○
元
気
な
人
づ
く
り

（
人
が
生
き
生
き
活
躍
す
る
ま
ち
の
実
現
）

○
快
適
で
住
み
よ
い

　
　
　
　
　
　 

ま
ち
づ
く
り

（
美
し
く
コ
ン
パ
ク
ト
で

　
　
　
　
　
住
み
よ
い
ま
ち
の
実
現
）

○
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

（
災
害
や
犯
罪
の
少
な
い

　
　
　
　
　
安
全
で
安
心
な
ま
ち
の
実
現
）

○
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

（
市
民
自
治
が
活
発
で

　
　
　
　
　
市
民
が
主
役
の
ま
ち
の
実
現
）

「総合計画」「総合計画」

越前市広報12月15日号3

　
総
合
計
画
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
10
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
市
の
最
上
位

計
画
で
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
政
策
や
施
策
の

基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

　
総
合
計
画
は
、「
基
本
構
想
」「
基
本
計
画
」

「
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
構
成
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

　
総
合
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
市
で
は
市
民

の
意
向
を
反
映
し
た
計
画
と
す
る
た
め
、
春

と
秋
に
市
内
全
17
地
区
で
地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
し
、
４
月
か
ら
10
月
の
間
に
８
回

の
有
識
者
に
よ
る
ビ
ジ
ョ
ン
戦
略
会
議
、
７

月
に
市
民
４
千
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

８
月
に
は
市
民
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
、
ま
た

各
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
市
民
と
の
分
野
別

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
学
生
と
の
「
ゆ
め
ま
ち
カ

レ
ッ
ジ
」な
ど
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

目
的
と
背
景

　
こ
の
た
び
、
計
画
の
基
本
的
な
部
分
で
あ

る
今
後
10
年
間
の
基
本
構
想
(案)
と
、
基
本
構

想
を
実
現
す
る
た
め
の
今
後
５
年
間
の
基
本

計
画
(案)
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

個別計画

基本構想
〈期間：H19～H28 10年間〉

基本計画
〈期間：H19～H23 5年間〉

実践プログラム
〈期間：H19～H21 3年間〉

越前市総合計画

基
本
構
想

基
本
計
画

基
本
理
念
と
重
点
目
標

将
来
像

計
画
人
口

　
市
民
自
治
の
推
進
、

市
民
交
流
の
推
進
、

人
権
尊
重
と
男
女
共

同
参
画
の
社
会
づ
く

り
、
情
報
の
共
有
化

の
推
進

　
工
業
の
振
興
、
商
業
の
振
興
、
観
光
の
振

興
、
農
業
の
振
興
、
林
業
の
振
興
、
労
働
環

境
の
充
実

　
児
童
福
祉
の
充
実
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、

障
が
い
者
福
祉
の
充
実
、
保
健
と
医
療
の
充

実
、
地
域
福
祉
の
推
進
、
人
間
力
を
高
め
る

教
育
の
充
実
、
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
、
歴

史
・
芸
術
文
化
の
創
造
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興

　
土
地
利
用
の
推
進
、
都
市
構
造
の
形
成
、

住
環
境
の
整
備
、
交
通
体
系
の
整
備
、
環
境

都
市
の
推
進

　
防
災
体
制
の
充
実
、
治
山
・
治
水
対
策
の

充
実
、
防
犯
対
策
の
充
実
、
消
防
・
救
急
体

制
の
充
実
、
生
活
安
全
の
向
上

　
国
府
の
文
化
と
匠
の
技
、
日
野
の
山
川
に

育
ま
れ
、
ひ
と
づ
く
り
、
も
の
づ
く
り
、
ま

ち
づ
く
り
の
活
力
み
な
ぎ
る
「
元
気
な
自
立

都
市
　
越
前
」

　
次
の
５
つ
の「
ま
ち
づ
く
り
の
柱
」を
基
本

政
策
と
し
て
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、「
選
択
と
集
中
」に
よ
る
施
策
を
展
開
し
、

元
気
な
越
前
市
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
10
年
後
の
人
口
が

８
万
４
５
０
０
人
と
推
計
さ
れ
る
中
、
「
定

住
化
の
促
進
」
を
重
点
目
標
と
し
た
産
業
の

振
興
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
政
策
に
取
り
組

み
、
10
年
後
の
人
口
、
８
万
８
０
０
０
人
を

目
指
し
ま
す
。

　「
自
立
」と「
協
働
」を
基
本
理
念
に
据
え
、

経
済
的
・
財
政
的
な「
自
立
」の
も
と
、
市
民

と
行
政
と
の「
協
働
」に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
基
本
理
念
の
も
と
、
誰
に
と
っ
て
も

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
定
住
化
を
促
進
し
て
い
く
こ
と

を
重
点
目
標
と
し
ま
す
。

た
く
み



　
「
国
民
保
護
法
」
の
成
立
に
よ
り
、
市
は
武

力
攻
撃
や
大
規
模
な
テ
ロ
な
ど
の
事
態
に
お

い
て
、
国
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を

保
護
す
る
た
め
、
警
報
の
伝
達
、
避
難
指
示

の
伝
達
、
避
難
住
民
の
誘
導
・
救
援
、
消
防

な
ど
、
国
民
の
保
護
に
関
す
る
措
置
を
行
う

市
の
責
務
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
は
、
こ
の
よ
う
な
武
力
攻
撃

事
態
な
ど
に
お
い
て
、
各
関
係
機
関
と
連
携

し
、
的
確
か
つ
迅
速
に
国
民
の
保
護
に
関
す

る
措
置
が
実
施
で
き
る
よ
う
、「
越
前
市
国
民

保
護
計
画
」を
作
成
し
ま
す
。
　

●

中
心
市
街
地
の
区
域

Ｊ
Ｒ
武
生
駅
を
中
心
と
し
た
24
町
内
の
区

域（
約
１
２
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

●

中
心
市
街
地
の
将
来
像
と
目
標

　
５
年
後
の
数
値
目
標
を
設
定

　
①
人
口
を
維
持
す
る

　
②
歩
行
者
数
を
10
％
増
や
す

　
③
事
業
用
施
設
数
を
維
持
す
る

●

活
性
化
の
基
本
方
針

①
歩
い
て
暮
ら
せ
る
”ま

ち
な
か
居
住

“の

促
進

②
商
い
、
文
化
・
福
祉
・
交
流
・
公
共
サ

ー
ビ
ス
な
ど
、
多
様
な
主
体
が
活
動
す

る
場
づ
く
り

③
本
物
に
出
会
え
る
”ま

ち
な
か
観
光

“の

推
進

④
歴
史
、
水
、
緑
を
大
切
に
し
た
安
ら
ぎ

の
空
間
づ
く
り

⑤
ア
ク
セ
ス
利
便
性
の
向
上

⑥
空
き
家
・
空
き
店
舗
な
ど
の
対
策

⑦
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
連
携
し
た
ま

ち
づ
く
り

●

事
業
計
画

　
平
成
19
〜
23
年
度
に
、
市
民
や
行
政
が
取

　
り
組
む
事
業
計
画

目
的
と
背
景

こ
れ
ま
で
の
経
緯

　
市
民
、
学
生
、
市
職
員
が
参
加
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ（
７
回
開
催
）や
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
に
市
民
、
商
工
者
と
の
意
見
交
換
を
行

い
、「
中
心
市
街
地
活
性
化
プ
ラ
ン
策
定
委
員

会
」で
中
間
報
告
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
中
心
市
街
地
は
、
商
業
、
業
務
、
居
住
な

ど
の
多
様
な
都
市
機
能
が
集
積
し
、
長
い
歴

史
の
中
で
文
化
、
伝
統
を
育
ん
で
き
た
「
ま

ち
の
顔
」
と
も
言
え
る
地
域
で
す
。
し
か
し
、

居
住
人
口
の
減
少
や
商
業
、
業
務
機
能
の
郊

外
化
に
よ
り
、
空
き
家
・
空
き
店
舗
、
駐
車

場
が
増
加
の
一
途
で
す
。
魅
力
あ
る
都
市
づ

く
り
に
あ
た
り
中
心
市
街
地
を
、
住
み
よ
い
、

活
気
の
あ
る
ま
ち
に
す
る
こ
と
は
重
要
な
課

題
で
す
。

　
そ
こ
で
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
協
力

し
て
活
性
化
に
取
り
組
む
た
め
「
中
心
市
街

地
活
性
化
プ
ラ
ン
」を
作
成
し
ま
す
。

第
１
章 

総
則�

　
　
計
画
の
目
的
、
基
本
的
な
考
え
方
、
計

　
画
の
対
象
と
な
る
事
態
の
類
型
等
基
本
的

　
事
項
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携

第
２
章 

平
常
時
の
備
え�

　
　
避
難
誘
導
体
制
整
備
、
組
織
体
制
整
備
、

　
訓
練
、
備
蓄
、
医
療
救
護
体
制
、
災
害
時

　
要
援
護
者
支
援
な
ど
平
常
時
の
備
え
に
関

　
す
る
事
項

第
３
章 

実
施
体
制�

　
　
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
の
本
部
体

　
制
や
情
報
収
集
、
住
民
に
対
す
る
協
力
要

　
請
等
の
実
施
体
制

第
４
章 

避
難
及
び
救
援�

　
　
住
民
の
避
難
、
避
難
住
民
等
の
救
援
、

　
交
通
の
確
保
等

第
５
章 

武
力
攻
撃
災
害
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
処
等�

　
　
災
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
の
、

　
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
生
ず
る
事
態

　
へ
の
対
応

第
６
章 

施
設
の
復
旧
と

　
　
　
　
　
　
　
生
活
の
安
定�

　
　
被
災
施
設
・
被
災
地
の
復
旧
及
び
被
災

　
し
た
住
民
の
生
活
の
安
定
の
た
め
に
必
要

　
な
支
援

目
的
と
背
景

　
関
係
機
関
の
代
表
者
な
ど
で
構
成
す
る
越

前
市
国
民
保
護
協
議
会
の
審
議
を
経
て
、
次

の
６
章
か
ら
な
る「
越
前
市
国
民
保
護
計
画
」

の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
２
月
の
計
画
決
定
を
目
指
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯
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●問合先

都市計画課

1（22）3598  FAX（22）9999
電子メールアドレス
keikaku@city.echizen.lg.jp

「中心市街地
活性化プラン」
「中心市街地
活性化プラン」

●問合先

防災安全課

1（22）3081  FAX（22）3458
電子メールアドレス
seikatu@city.echizen.lg.jp

「越前市国民保護計画」

中
心
市
街
地
活
性
化
プ
ラ
ン

原 

案 

（
中
間
報
告
）

越
前
市
国
民
保
護
計
画（
案
）

「越前市国民保護計画」



　
女
性
も
男
性
も
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、

多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
い
、
責
任
を
分
か

ち
合
っ
て
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
じ
ゅ
う
ぶ

ん
に
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
は
、
21
世
紀

の
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
す
。
　

　
市
で
は
、
合
併
時
に
旧
武
生
市
が
策
定
し

た「
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」を
継
承
し
、

両
市
町
の
プ
ラ
ン
や
取
り
組
み
を
尊
重
し
な

が
ら
、
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
市
民
４
千
人
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
現
状
を
把
握
し
、
庁
内
で
組

織
さ
れ
た
推
進
委
員
会
や
有
識
者
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
審
議
会
で
新
し
い
プ
ラ
ン
を
検
討
・

審
議
し
て
き
ま
し
た
。

目
的
と
背
景

こ
れ
ま
で
の
経
緯

　
新
た
な
社
会
的
課
題
へ
の
対
応
と
、
市
民

へ
の
意
識
づ
く
り
に
重
点
を
置
き
、
国
・
県

関
連
の
計
画
な
ど
を
勘
案
し
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
施
策
に
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
反
映

す
る
た
め
５
つ
の
目
標
を
定
め
ま
し
た
。
　

　
今
回
、
策
定
す
る
プ
ラ
ン
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
の
施
策
を
市
民
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
総
合
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
の
行
動
計
画
で
す
。

　
今
後
10
年
間
の
基
本
計
画
、
並
び
に
５
年

間
の
実
施
計
画
を
、
体
系
立
て
て
整
理
し
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
情
勢
や
市
民
か
ら
の
要
望
の

変
化
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
た
見
直
し
を
行

う
こ
と
で
、
実
効
性
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

●問合先

1（22）3293  FAX（22）3264
電子メールアドレス
chiiki@city.echizen.lg.jp

「男女共同
　参画プラン」
「男女共同
　参画プラン」

市民活動推進課（男女共同参画室）

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

（
中
間
報
告
）
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男
女
の
差
別
を
な
く
し
、
一
人
の
人
間
と

し
て
個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。

①
男
女
の
人
権
の
尊
重

　
固
定
的
役
割
分
担
意
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、

男
女
が
共
に
活
動
で
き
る
よ
う
制
度
や
慣
行

を
考
え
直
し
ま
す
。

②
社
会
に
お
け
る
制
度
又
は
慣
行
に
つ
い
て
の
配
慮

　
男
女
が
も
の
ご
と
を
決
め
る
場
に
対
等
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

③
政
策
等
の
立
案
及
び
決
定
へ
の
共
同
参
画

　
男
女
は
家
族
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、

共
に
家
庭
の
仕
事
を
分
け
あ
い
、
外
で
の
仕

事
、
学
習
お
よ
び
地
域
活
動
が
出
来
る
よ
う

に
し
ま
す
。

④
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
他
の
活
動
の
両
立

　
他
の
国
々
や
国
際
社
会
の
取
り
組
み
に
協

調
し
て
男
女
平
等
を
進
め
ま
す
。

⑤
国
際
的
協
調

基
本
目
標

　食中毒といえば、つゆの時期から初秋までが発生のピークですが、冬に多く発生する食中毒もあります。

それが、「ノロウイルス(小型球形ウイルス)」による食中毒で近年、全国的に増加傾向にあり、注意が必要です。

　ノロウイルスは、乳幼児

から高齢者にいたる全年齢

層で急性胃腸炎を起こします。

主な症状は下痢、吐き気、腹痛、

発熱(軽度)などで、これらの

症状が１～２日続きます。

　ただし免疫力の弱い乳幼

児や高齢者は症状が重くな

る場合があるので、注意が

必要です。

・ウイルスに感染されたカキなどの二枚貝を食べたとき�
・感染者の便や吐物からの二次感染

問合先　
　丹南健康福祉センター
　1(２２)４１３５

・カキなどの二枚貝は、じゅうぶん加熱してください。
  （中心温度85℃以上で１分以上が、加熱の目安です）
・カキを生食する場合は、必ず「生食用」を選びましょう。�
・じゅうぶん手洗いをしましょう。特に調理前やトイレの後、カキなど
の二枚貝を調理した後は注意してください。�
・カキなどを調理する際は、ほかの食品や調理器具が汚染されないよう
注意してください。�

・下痢などの症状がある人は、食品を扱わないでください。
　(ノロウイルスによる胃腸炎の場合、症状がなくなっても２
週間程度は便にウイルスが排出されるといわれています)�
・感染者の便や吐物はきちんと処理してください。また、オ
ムツ交換や吐物の始末の後は手洗い、消毒をしましょう。
�

●どのように感染しますか？

●どのように予防したらいいですか？

どん
な症状ですか？どん
な症状ですか？

ノロウイルスに注意！



越前市広報12月15日号 6越前市広報12月15日号7

市
　
営

駐
車
場

武生
高校

第　三
中学校

村国山

日
野
川

雪捨て
場所

万代橋

帆山橋

日野大橋

豊橋

な
る
べ
く
こ
こ
を

使
っ
て
く
だ
さ
い

q西庄境橋

（服部川右岸上流）

w桜橋

（鞍谷川右岸上流）

e学校橋

（鞍谷川右岸上下流）

r小富士橋

（鞍谷川右岸上下流）

t山室第二橋

（月尾川両岸上流）

y今立大橋

（鞍谷川左岸下流）

u新橋

（鞍谷川左岸下流）

i桜大橋

（鞍谷川両岸下流）

o富永橋

（鞍谷川右岸下流）

!0岡本橋

（岡本川左岸下流）

!1神郷橋

（岡本川左岸下流）

●除雪に関する問い合わせ
　・維持管理課　1（22）3709
　・今立総合支所地域づくり課　
　　1(43)7813

★
積
雪
に
応
じ
て
指
定
場
所
を
増
や

し
ま
す
。

★
児
童
・
生
徒
の
通
学
時
間
に
排
雪

す
る
と
き
は
、
特
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

★
雪
捨
て
場
に
ご
み
な
ど
を
絶
対
に

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

冬
じ
た
く

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

水
道

▼
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
除
雪
に

　
協
力
し
て
く
だ
さ
い

　
除
雪
を
す
る
と
き
は
、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
積
も
っ
た

雪
も
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

▼
市
の
水
道
水
に
よ
る
融
雪
は

　
や
め
ま
し
ょ
う

　
飲
料
水
用
の
水
が
不
足
し
ま
す
。

最
悪
の
場
合
に
は
、
断
水
に
な
り
ま

す
の
で
融
雪
で
の
使
用
は
避
け
て
く

だ
さ
い
。

▼
水
が
出
な
い
と
き
は

　
冷
え
込
ん
だ
朝
な
ど
は
、
メ
ー
タ

ー
や
管
が
凍
り
、
水
が
出
な
い
と
き

が
あ
り
ま
す
。応
急
処
置
と
し
て
、ぬ

る
ま
湯
を
直
接
メ
ー
タ
ー
や
管
に
か

け
て
温
め
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
か

け
る
と
水
道
管
が
破
裂
す
る
場
合
が

あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

　
水
道
課
　
　
1（
２
２
）７
９
１
８

　
村
国
浄
水
場
1（
２
３
）５
５
９
７

消
防

▼
ま
さ
か
！
に
備
え
て

　
消
防
水
利
の
確
保
を

　
冬
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
暖
房

器
具
が
原
因
の
火
事
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
頼

り
に
な
る
の
は
近
く
の
消
火
栓
や
防

火
水
槽
で
す
。
積
雪
時
は
緊
急
事
態

に
備
え
て
、
消
防
水
利
の
周
り
を
近

所
ぐ
る
み
で
除
雪
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
雪
に
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う

と
逃
げ
場
が
な
く
な
り
ま
す
。 

お
年

寄
り
や
病
人
が
避
難
し
や
す
い
よ
う
、

家
の
周
り
を
除
雪
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
南
越
消
防
組
合

　
　
　
1（
２
１
）０
１
１
９

　
災
害
情
報
　
1（
２
２
）４
４
７
７

　
休
日
診
療
　
1（
２
１
）８
８
７
７

ガ
ス

▼
10
月
か
ら
民
営
化
し
ま
し
た

　
今
年
10
月
か
ら
、市
ガ
ス
事
業(

都

市
ガ
ス)

は
、民
営
化
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
先
　
越
前
エ
ネ
ラ
イ
ン
(株)

　
1（
２
２
）７
９
１
７

除
雪
・
排
雪

屋
根
の
雪
お
ろ
し
な
ど
で
、道
路
に

雪
を
放
置
し
て
お
く
と
、法
律
違
反

に
な
り
ま
す
。

は
決
め
ら
れ
た
場
所
へ

排
雪
排
雪

417

6
5

4

3

2

1

7

9

10 11

国
中

赤
坂

野
岡

不
老

大
滝

岩
本

中
津
山

西
庄
境

花
筐
公
園

紙の文化
博物館

岡本小

今立土木

花筐小
8

南中山小

南越中

警察

今立総合支所

今寿苑

鞍
谷
川

月尾川

月・木曜日収集地区

火・金曜日　　〃

月曜日収集地区

火曜日　　〃

水曜日　　〃

金曜日　　〃

全ての区域

第１清掃センター
1（22）2636

第 ２清掃センター
1（28）1370

浄 水 場
1（23）5597

柳　荘［28日は休業］
1（23）3436

温水プール［４日は休業］
1（23）7986

湯 楽 里
1（25）7800

自動交付機による証明書発行
1（22）3000

都市ガスの問合先
越前エネライン(株)　

1（22）7917

上記以外の市の業務　1（22）3000

斎場の使用
（ただし、火葬許可申請は
　毎日受け付けます）

○

平
　
常
　
ど
　
お
　
り

○ ○ ○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

（○印は
休日当番医）

中 村 病 院

平 井 皮 ふ 科 医 院

岩 堀 病 院

桑原心療内科クリニック

笠 原 病 院

土川整形外科医院

林 病 院

吉 田 皮 膚 科 医 院

加 藤 医 院

1（22）0618

1（25）4112

1（22）0385

1（21）1161

1（23）1155

1（22）5280

1（22）0336

1（24）5532

1（22）2334

　診察時間は、午前９時～午後５時です。受診の際には、そ

の内容を電話連絡してから受診してください。

　休日当番医以外に診療している病院もあります。医療機関

によって、診療日・時間などが異なりますので、かかりつけ

医がある場合は事前に確認してください。

ガ
ス

医
　
療
　
機
　
関

（○印は業務を行っています）

婚姻、出生、死亡などの戸籍届出は、市役所および今立総合支所で
毎日受け付けます。

市
　
　
　
　
関
　
　
　
　
係

○

―

○

―

―

―

○

―

○

○

○

―

―

○

―

―

○

―

―

―

―

―

―

―

○

○

○

―

―

○

―

―

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○

―

―

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○

―

―

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○

―

―

○

―

―

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○

―

―

○

―

―

プラスチック容器包装

燃やせないごみ

燃やせるごみ

燃やせないごみ、プラスチック、粗大ごみ

燃やせるごみ

冬
じ
た
く

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
皆
さ
ん
は
家
の
周
り
の
雪
囲
い
や
樹
木
の
雪
つ
り
な
ど
、
冬
を
迎
え
る
準
備
は
も
う
済
み

ま
し
た
か
。
市
も
皆
さ
ん
の
生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う
「
冬
じ
た
く
」
を
し
ま
す
。
冬
に
な

る
と
、
ご
み
を
出
す
場
所
や
除
雪
・
排
雪
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
雪
に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
備

え
が
必
要
で
す
。
地
域
の
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
１
月
と
２
月
は
積
雪
の
あ
る
な
し

に
関
係
な
く
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
ご
み
置
き
場
）の
場
所
が
変
わ
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
場
所
が
変
わ
っ

た
と
き
は
、
区
長
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

　
年
末
年
始
の
業
務
は
、
右
の
表
の

と
お
り
で
す
。
１
月
４
日
以
降
は
平

常
業
務
に
戻
り
ま
す
。
雪
の
た
め
収

集
に
支
障
を
き
た
し
、
平
常
の
ご
み

収
集
が
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　
１
月
、２
月
も
空
き
缶
・
空
き
び
ん

な
ど
の
資
源
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま

す
が
、
雪
の
状
況
に
よ
り
容
器
を
配

置
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
と
き
は
ご
み
を
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

問
合
先
　
南
越
清
掃
組
合

　
　
　
　
1（
２
２
）２
６
３
６

ご

み

12/29
（金）

30
（土）

31
（日）

1/1
（月）

2
（火）

3
（水）年末年始の業務内容

水 道

施 設

ご
　
　
　
　
　
　
み

火
葬

持
ち
込
み

定
　
期
　
収
　
集

　
市
は
、
積
雪
量
が
10
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
に
な
っ
た
と
き
、
午
前
８

時
ま
で
を
め
ど
に
、
道
路
の
除
雪
を

行
い
ま
す
。
ま
ず
、
朝
の
通
勤
・
通
学

路
を
確
保
し
ま
す
。
さ
ら
に
雪
が
積

も
っ
た
と
き
は
「
生
活
に
必
要
な
幹

線
道
路
」を
優
先
し
て
除
雪
し
ま
す
。

　
ま
た
市
は
直
営
路
線
以
外
で
、
道

路
の
幅
員
が
２
メ
ー

ト
ル
以
上
の
市
道
の

う
ち
、
公
共
性
・
公
益

性
の
高
い
市
道
を「
地

域
自
治
振
興
事
業
」
の
除
雪
支
援
路

線
と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
路
線
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

自
治
振
興
会
や
各
町
内
が
中
心
と
な

っ
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
的
確
な
除

雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
家
の
周
り
の
狭
い
道
路

や
歩
道
な
ど
は
、
ご
近
所
で
力
を
合

わ
せ
て
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
市
除
雪
対
策
本
部

　
　
　
　
1（
２
２
）３
７
０
９　

▼
下
水
道
の
汚
水
マ
ン
ホ
ー
ル
に

　
雪
を
捨
て
な
い
で

　
下
水
道
の
汚
水
マ
ン
ホ
ー
ル
に
雪

を
捨
て
る
と
、
下
水
処
理
場
の
機
能

が
ま
ひ
し
ま
す
。
絶
対
に
投
げ
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。　

　
た
だ
し
、
積
雪
が
30
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
と
き
は
、
雨
水
用
の
苑

葉
川
・
表
川
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に
雪
が

捨
て
ら
れ
ま
す
。
捨
て
る
と
き
は
区

長
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
除
雪
に
関
す
る
注
意
点(

お
願
い)

・
除
雪
や
排
雪
作
業
の
障
害
に
な
る

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
一
斉
屋
根
雪
下
ろ
し
な
ど
、
地
域

ぐ
る
み
で
除
雪
し
ま
し
ょ
う
。

・
除
雪
作
業
前
に
準
備
運
動
を
し
、

無
理
を
せ
ず
、
水
分
や
休
憩
を
と

り
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
11
月
15
日
号
の
11
頁
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。



歳入総額

　182億6,308万3千円

歳出総額

　170億9,725万2千円

差引

　  　11億6,583万1千円
翌年度へ繰越

　　　　　　 2,173万円
実質収支

　  　11億4,410万1千円

　
越
前
市
は
平
成
17
年
10
月
１
日
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
度
決
算
と
は
、
平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
平

成
18
年
３
月
31
日
ま
で
６
カ
月
間
の
市
の
収
入
と
支
出
の

実
績
で
す
。

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
の
平
成
17
年

度
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
の
会
計
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

　
「
一
般
会
計
」
は
、
福
祉
、
教
育
、
道
路
や
学
校
の
整
備
な
ど
市
の

基
本
的
な
事
業
を
行
い
ま
す
。「
特
別
会
計
」は
、保
険
料
や
使
用
料
な

ど
特
定
の
収
入
で
特
定
の
事
業
を
行
う
も
の
で
、
国
民
健
康
保
険
事

業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
企
業
と
同
じ
よ
う
な
経
理
を
す
る
も
の
が
、

「
公
営
企
業
会
計
」で
、
水
道
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

市　税（25.3%）

46億2,884万円

諸収入（12.5%）

22億7,565万円

繰入金（8.4%）

15億3,121万円

その他（3.8%）

6億9,933万円

地方交付税（12.5%）

22億7,445万円

市　債（17.3%）

31億6,520万円

国庫支出金（6.8%）

12億4,051万円

県支出金（7.4%）

13億4,447万円

その他（6.0%）

11億342万円

一般会計歳入決算額の内訳

　
歳
入
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
い
た
市
民
税
・
固
定
資
産
税

な
ど
の
市
税
収
入
で
46
億
円
で
す
。

　
ま
た
、
旧
武
生
市
及
び
旧
今

立
町
か
ら
の
剰
余
金
16
億
円
は

諸
収
入
と
し
て
越
前
市
に
引
き

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
老
人
、
障
害
者
な

ど
の
社
会
福
祉
、
児
童
福
祉
、

生
活
保
護
な
ど
、
民
生
費
が
41

億
円
、
市
役
所
の
全
般
的
な
管

理
や
財
産
管
理
事
務
な
ど
の
総

務
費
が
31
億
円
、
道
路
建
設
な

ど
の
土
木
費
が
20
億
円
で
す
。

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、
合
併

関
連
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
事

業
基
金
に
５
億
９
千
万
円
を
積

み
立
て
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

新
市
の
地
域
振
興
の
た
め
３
年

間
で
17
億
６
千
万
円
を
積
み
立

て
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
に
つ
い
て

一 般 会 計

目的別歳出決算額の内訳

民生費（24.1%）

41億1,858万円

その他（2.4%）

4億604万円

消防費（1.9%）

3億2,814万円

商工費（2.7%）

4億6,908万円

農林水産業費（6.3%）

10億6,943万円

衛生費（8.3%）

14億1,844万円

総務費（18.3%）

31億3,220万円

土木費（12.2%）

20億8,400万円

公債費（12.0%）

20億5,343万円

教育費（11.8%）

20億1,791万円
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平成
17年度

越
前
市
決
算
状
況

越
前
市
決
算
状
況

越
前
市
決
算
状
況

総 額

170億9,725万円

自主

財
源

 9
1

億
3

,5
0

3
万円依存

財
源

 9
1
億

2
,8

0

5
万

円

総 額

182億6,308万円



☆
歳
　
入

市
税
…
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
な
ど
市
民
の
み
な
さ
ん

に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

地
方
交
付
税
…
市
の
財
政
力
に
応
じ

て
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
お
金
で
す
。

市
債
…
大
き
な
事
業
を
す
る
と
き
に

借
り
た
お
金
で
す
。

国
県
支
出
金
…
事
業
に
対
し
て
国
・

県
か
ら
交
付
さ
れ
た
お
金
で
す
。

☆
歳
　
出

民
生
費
…
社
会
福
祉
や
生
活
扶
助
な

ど
に
支
出
さ
れ
た
経
費
で
す
。

総
務
費
…
市
の
管
理
運
営
な
ど
に
支

出
さ
れ
た
経
費
で
す
。

土
木
費
…
道
路
や
公
園
な
ど
の
整
備

に
支
出
さ
れ
た
経
費
で
す
。

公
債
費
…
市
債（
借
金
）の
元
金
と
利

子
の
償
還
金
で
す
。

教
育
費
…
小
・
中
学
校
や
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
支
出
さ
れ
た
経
費

で
す
。

衛
生
費
…
ご
み
の
収
集
や
保
健
衛
生

に
支
出
さ
れ
た
経
費
で
す
。

農
林
水
産
業
費
…
農
業
や
林
業
の
振

興
な
ど
に
支
出
さ
れ
た
経
費
で
す
。

商
工
費
…
商
業
や
工
業
、
観
光
の
振

興
な
ど
に
支
出
さ
れ
た
経
費
で
す
。

消
防
費
…
消
火
や
救
急
活
動
な
ど
に

支
出
さ
れ
た
経
費
で
す
。

特
別
会
計
に
つ
い
て

　
市
の
行
っ
て
い
る
事
業
の
う

ち
、
特
定
の
目
的
や
収
入
が
あ

る
11
事
業
は
左
の
表
の
よ
う
に

「
特
別
会
計
」と
し
て
、
一
般
会

計
と
区
別
し
て
い
ま
す
。

    　　　　会　計　名   

　簡易水道事業� 3,548万円� 3,183万円
　（飲料水を供給します）

　土地区画整理事業� 6,772万円� 1億3,981万円
　（土地を整理して住みよい地域にします）

　下水道� 36億9,481万円� 36億5,066万円
　（生活排水を浄化し環境改善を行います）

　国民健康保険� 40億4,151万円� 40億  697万円
　（医療費の支給など市民の健康を守ります）

　霊園事業� 2,450万円� 374万円
　（お墓を管理します）　

　老人保健� 46億8,172万円� 45億6,319万円
　（お年寄りの医療費を支給します）

　駐車場� 2,428万円� 1,194万円
　（市営駐車場を管理します）

　農業集落排水事業� 7,830万円� 7,807万円
　（農業振興地域の生活排水を浄化します）

　林業集落排水事業� 168万円� 167万円
　（林業振興地域の生活排水を浄化します）

　介護保険� 32億4,655万円� 30億2,843万円
　（介護サービス事業を運営します）

　今立西部工業団地事業� 9,013万円� 958万円
　（企業誘致などを行います）

特　別　会　計

水
道
事
業

　
経
営
成
績
を
示
す
収
益
的
収

支
が
１
億
３
千
万
円
の
純
利
益

を
経
常
し
ま
し
た
。
ま
た
、
将

来
の
経
営
活
動
に
備
え
て
行
う

建
設
改
良
な
ど
に
係
る
資
本
的

収
支
は
１
億
６
千
万
円
の
収
入

不
足
と
な
り
、
減
債
積
立
金
な

ど
で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
経
営
の
合

理
化
や
経

費
削
減
な

ど
が
求
め

ら
れ
て
い

ま
す
。

　
市
の
水
道
、
ガ
ス
、
工
業
用

水
道
の
３
つ
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
事
業
形
態
が
民
間
企
業
と

類
似
し
て
い
る
た
め
、「
公
営
企

業
」と
し
て
健
全
な
経
営
を
目
指

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。 公

営
企
業
会
計
に

つ
い
て

　
特
別
会
計
の
歳
出
の
う
ち
主

な
も
の
と
し
て
、
下
水
道
事
業

は
36
億
円
、
国
民
健
康
保
険
は

40
億
円
、
老

人
保
健
は
45

億
円
、
介
護

保
険
は
30
億

円
で
す
。

　
ま
た
、
民
間
保
育
園
運
営
委

託
事
業
７
億
９
千
万
円
、
児
童

手
当
支
給
事
業
３
億
円
、
南
越

清
掃
組
合
分
担
金
８
億
９
千
万

円
、
県
営
土
地
改
良
事
業
２
億

１
千
万
円
、
道
路
整
備
・
改
良

事
業
２
億
１
千
万
円
、
道
路
除

雪
対
策
事
業
１
億
８
千
万
円
、

南
越
消
防
組
合
分
担
金
３
億
２

千
万
円
、
小
学
校
管
理
事
業
１

億
円
、
新
図
書
館
建
設
事
業
５

億
４
千
万
円
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
歳
入
歳
出
差
引
額
は
11
億
６

千
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
翌
年

度
へ
繰
越
す
る
財
源
を
差
し
引

い
た
実
質
収
支
は
11
億
４
千
万

円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
の
削
減
、
国
庫

支
出
金
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る

な
か
、
市
の
礎
を
築
く
た
め
、

財
政
基
盤
の
強
化
、
事
務
事
業

の
効
率
化
を
図
る
な
ど
、
歳
出

の
い
っ
そ
う
の
見
直
し
を
図
る

な
ど
厳
し
い
財
政
運
営
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
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Q3A3

Q2A2

市
の
財
政
状
況
を
分
析

ガス事業
供給戸数� 6,037戸

収益的収入� 2億9,393万円

　〃　支出� 3億5,485万円

資本的収入� 986万円

　〃　支出� 7,110万円

資　産� 30億5,604万円

負　債� 6,657万円

資　本� 29億8,947万円

工業用水事業
給水事業所数� 10社

収益的収入� 2,015万円

　〃　支出� 1,726万円

資本的収入� 0円

　〃　支出� 786万円

資　産� 3億1,968万円

負　債� 350万円

資　本� 3億1,618万円

水道事業
給水戸数� 28,972戸

収益的収入� 6億6,406万円

　〃　支出� 5億2,508万円

資本的収入� 2億  170万円

　〃　支出� 3億6,950万円

資　産� 112億3,732万円

負　債� 2億9,105万円

資　本� 109億4,627万円

ガ
ス
事
業

　
収
益
的
収
支
は
６
千
万
円
の

純
損
失
を
生
じ
て
い
ま
す
。
資

本
的
収
支
に
つ
い
て
も
、
６
千

万
円
の
収
入
不
足
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
ガ
ス
事
業
に
つ

い
て
は
、
市
議
会
定
例
会
に
お

い
て
財
産
の
処
分
案
が
可
決
さ

れ
、
平
成
18
年
10
月
１
日
に
越

前
エ
ネ
ラ
イ
ン
株
式
会
社
に
譲

渡
さ
れ
て
い
ま
す
。

工
業
用
水
道
事
業

　
収
益
的
収
支
は
、
２
８
９
万

円
の
純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
資
本
的
収
支
は
７
８
６

万
円
の
収
入
不
足
と
な
り
、
内

部
留
保
資
金
な
ど
で
補
て
ん
し

て
い
ま
す
。
新
た
な
給
水
事
業

所
の
獲
得
を
図
る
な
ど
、
経
営

の
安
定
に
い
っ
そ
う
の
努
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
の「
財
政
」が
厳
し
い
と

聞
き
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

厳
し
い
の
で
す
か
？

　
　
　
歳
入
で
は
市
税
収
入
の
停
滞

　
　
や
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に
伴

い
、
地
方
交
付
税
が
今
後
減
少
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
数
年
以
内

に
団
塊
の
世
代
が
定
年
期
を
迎
え
る

こ
と
で
、
長
期
的
に
は
個
人
市
民
税

の
減
少
傾
向
に
拍
車
が
か
か
る
と
と

も
に
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
で
子
育

て
支
援
や
高
齢
者
な
ど
の
介
護
に
要

す
る
費
用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
市
の
財
政
へ
の
負
担
が
大
き
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
市
の
「
借
金
」
は
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
で
す
か
？

　
　
　
道
路
、
公
園
、
学
校
や
下
水

　
　
道
施
設
な
ど
の
公
共
施
設
は
、

長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
多
く
の
市
民

に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
整
備
の
た
め
の
経
費
に
つ

い
て
は
、
整
備
す
る
時
点
で
の
税
収

な
ど
で
ま
か
な
う
こ
と
と
す
る
と
、

世
代
間
で
不
公
平
が
生
じ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
こ
で
整
備
な
ど
の
経
費
の

一
部
を
「
借
入
金(

市
債)

」
に
よ
り
ま

か
な
い
、
こ
の
返
済
を
将
来
の
市
民

の
税
収
や
料
金
収
入
で
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の「
市
債
」は
一
般
会
計
の
場
合
、

平
成
17
年
度
末
の
残
高
は
３
６
６
億

円
で
す
。
市
民
一
人
あ
た
り
に
す
る

と
43
万
３
千
円
と
な
り
ま
す
。
一
般

会
計
・
特
別
会
計
を
合
わ
せ
る
と
市

全
体
で
は
６
０
０
億
円
の
市
債
残
高

が
あ
り
ま
す
。

　
市
の「
貯
金
」は
ど
の
く
ら

い
あ
る
の
で
す
か
？

　
　
　
家
庭
で
の「
貯
金
」に
あ
た
る

　
　
も
の
と
し
て「
基
金
」が
あ
り
ま

す
。
市
に
は
平
成
18
年
３
月
末
現
在

で
15
種
類
、
55
億
６
千
万
円
の
基
金

が
あ
り
ま
す
。
収
入
不
足
を
補
う
た

め
の
財
政
調
整
基
金
14
億
円
７
千
万

円
、
借
入
金
返
済
に
備
え
た
減
債
基

金
３
億
９
千
万
円
、
新
し
い
庁
舎
を

建
て
る
た
め
の
庁
舎
建
設
基
金
８
億

２
千
万
円
な
ど
で
す
。

　
な
お
、
市
の
財
政
に
関
す
る
詳
し

い
資
料
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
財
務
課

　
1(

２
２)

３
２
３
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　h
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■
財
政
力
指
数
＝
０
・
６
７
７

(

県
内
市
町
平
均
＝
０
・
６
１
１)

 

「
財
政
力
指
数
」と
は
、
自
治
体
の
総

合
的
な
財
政
力
を
示
す
も
の
で
、
数

字
が
大
き
い
ほ
ど
財
政
が
豊
か
で
あ

る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

■
経
常
収
支
比
率
＝
88
・
９
％

(

県
内
市
町
平
均
＝
87
・
８
％)

 

「
経
常
収
支
比
率
」と
は
、
人
件
費
な

ど
の
経
常
的
経
費
に
、
一
般
財
源(

地

方
税
な
ど
自
由
に
使
え
る
お
金)

を
ど

の
程
度
費
や
し
て
い
る
か
を
示
す
も

の
で
、
数
字
が
大
き
い
ほ
ど
財
政
が

硬
直
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

■
実
質
公
債
費
比
率
＝
17
・
０
％

(

県
内
市
町
平
均
＝
14
・
４
％)

 

「
公
債
費
比
率
」と
は
、
一
般
財
源
の

う
ち
、
ど
れ
だ
け
を
市
債
の
返
済
費

に
充
て
た
か
を
示
す
も
の
で
、
数
字

が
小
さ
い
ほ
ど
財
政
が
健
全
で
あ
る

こ
と
を
示
し
ま
す
。

 

「
実
質
公
債
費
比
率
」と
は
、
従
来
の

公
債
費
比
率
や
起
債
制
限
比
率
に
代

わ
り
、
平
成
18
年
度
か
ら
新
し
い
比

率
で
起
債
（
市
の
借
金
）
を
制
限
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
新
し
い

比
率
は
、
上
水
道
、
下
水
道
な
ど
公

営
企
業
の
支
払
う
元
利
償
還
金
や
清

掃
・
消
防
組
合
で
の
借
金
な
ど
を
参

入
す
る
、
い
わ
ば
連
結
決
算
の
考
え

方
を
導
入
し
た
も
の
で
す
。
実
質
公

債
費
比
率
が
18
％
未
満
で
推
移
す
る

よ
う
財
政
の
健
全
化
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
18
％
以
上
25
％
未
満
は
黄
信
号
、

25
％
以
上
は
赤
信
号
の
状
態
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
越
前
市
の
場
合
、
黄
信
号
の
直
前

で
す
が
、
平
成
18
年
度
以
降
は
改
善

さ
れ
、
減
少
す
る
見
通
し
で
す
。

Q1A1
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市
の
財
政
状
況
を
分
析

＆

決
算
の
疑
問Ｑ
Ａ

平成17年度越前市決算状況



「
災
害
時
要
援
護
者
支
援
計
画
」作
成
の

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
17
年
度

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
報
告

歳
　
入
　
31
億
６
９
２
９
万
円

歳
　
出
　
29
億
５
２
６
０
万
円

繰
越
金
　
２
億
１
６
６
９
万
円

【
歳
　
入
】

　
歳
入
は
、
31
億
６
９
２
９
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の

保
険
料
は
、
４
億
４
９
８
２
万
円
で

全
体
の
14
・
２
％
を
占
め
、
第
２
号

被
保
険
者
（
40
歳
〜
64
歳
）
の
保
険

料
は
８
億
９
１
０
６
万
円
で
28
・
１

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
寝
た
き
り
、
ま
た
は
、
認
知
症
な
ど
の
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
、
い
つ
ま
で
も
住
み
な
れ
た
地
域
で
家
族
と
共
に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
願
い
を
実
現
す
る
た
め
、
介
護

保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
度
の
介
護
保
険
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

　
歳
出
は
、
29
億
５
２
６
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
度
に
支

払
わ
れ
た
保
険
給
付
費
（
利
用
者
一

部
負
担
を
除
く
）
は
28
億
５
３
６
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
保
険
給
付
費
っ
て
な
に
？

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
か
か
っ
た

費
用
の
う
ち
、
利
用
者
の
一
部
負
担
を

除
い
た
も
の
で
す
。

※
表
示
単
位
未
満
は
端
数
処
理
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
歳
　
出
】

【
問
合
先
】

　
介
護
保
険
室 

1（
２
２
）３
７
１
５

介
護
保
険
状
況

介
護
保
険
状
況

介
護
保
険
状
況

歳入合計
31億6,929万円

歳出合計
29億5,260万円

国の負担分
（23.1%）
7億3,114万円

県の負担分
（12.4%）
3億9,191万円

市の負担分
（14.0%）
4億4,361万円

第2号被保険者
保険料（28.1%）
8億9,106万円

第1号被保険者
保険料（14.2%）
4億4,982万円

その他（8.2%）
2億6,174万円

※
保険給付費

（95.0%）
28億536万円

総務費（3.2%）
9,567万円

その他（1.8%）
5,157万円

越前市広報12月15日号11

問
合
先
　
防
災
安
全
課

　
1(

２
２)

３
０
８
１

■
自
主
防
災
組
織
と
は

　
災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
、
日
ご
ろ
か

ら
町
内
住
民
が
団
結
し
、
防
災
活
動

に
取
り
組
む
組
織
で
す
。

　
災
害
が
発
生
し
た
時
に
は
、
初
期

消
火
活
動
、
被
災
者
の
救
出
・
救
助
、

情
報
の
収
集
や
避
難
所
の
運
営
な
ど
、

町
内
住
民
の
安
全
を
お
互
い
に
守
り

合
う
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

　
平
成
16
年
の
福
井
豪
雨
や
台
風
な

ど
の
風
水
害
に
お
い
て
被
害
者
の
多

く
が
高
齢
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

災
害
時
に
何
ら
か
の
手
助
け
な
し
に

避
難
が
困
難
な
要
援
護
者
の
た
め
の

具
体
的
な
避
難
支
援
の
体
制
づ
く
り

が
、
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
区
長
や
民
生
児
童
委
員
、

自
主
防
災
組
織(

未
設
置
の
町
内
は

自
警
消
防
隊
な
ど)

が
中
心
と
な
っ
て
、

避
難
支
援
計
画
を
作
成
す
る
た
め
の

必
要
な
調
査(

任
意
に
よ
る)

が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
避
難
支
援
計
画
と
は

　
要
援
護
者
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
、

複
数
の
支
援
者
を
登
録
し
、
避
難
計

画
と
し
て
災
害
時
の
連
絡
体
制
な
ど

個
人
ご
と
の
台
帳
を
作
成
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
で
は
自
主
防
災
組

織
と
し
て
自
警
消
防
隊
を
位
置
付
け

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
町
内
の
防
災

力
を
高
め
る
た
め
、
区
長
の
指
揮
の

も
と
自
警
消
防
隊
な
ど
が
中
核
と
な

っ
て
、
町
内
組
織
や
住
民
の
参
加
が

得
ら
れ
る
よ
う

な
、
組
織
づ
く

り
が
必
要
で
す
。

　
各
町
内
で「
自

主
防
災
組
織
」

の
設
立
や
強
化

に
向
け
た
取
り

組
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

「
自
主
防
災
組
織
」設
立
の
お
願
い

調査対象者
希望者　　

(高齢者のみの世帯などで、
避難時に支援が必要な人)

自主防災組織
(区長、自警消
防隊など)

防
災
訓
練

(

７
月
16
日)

・支援の依頼
・情報の開示

・災害時の支援
・普段の見守り

「
災
害
時
要
援
護
者
支
援
計
画
」作
成
の

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
災
害
時
要
援
護
者
支
援
計
画
」作
成
の

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
17
年
度
決
算

　
　 

介
護
保
険
事
業
勘
定
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年
末
調
整
・
確
定
申
告

早
め
の
準
備
、お
願
い
し
ま
す
。

▼
税
源
移
譲
の
実
施
時
期

　
給
与
所
得
者
は
平
成
19
年
１
月
か
ら
源
泉

徴
収
さ
れ
る
所
得
税
が
安
く
な
り
、
平
成
19

年
６
月
か
ら
徴
収
さ
れ
る
住
民
税
が
高
く
な

り
ま
す
。(

グ
ラ
フ
１
参
照)

　
年
金
受
給
者
は
平
成
19
年
２
月
か
ら
源
泉

徴
収
さ
れ
る
所
得
税
が
安
く
な
り
、
平
成
19

年
６
月
か
ら
納
付
す
る
住
民
税
が
高
く
な
り

ま
す
。

　
事
業
所
得
者
の
場
合
は
、
平
成
19
年
６
月

か
ら
納
付
す
る
住
民
税
が
高
く
な
り
ま
す
が
、

平
成
20
年
３
月
の
確
定
申
告
か
ら
所
得
税
が

安
く
な
り
ま
す
。

▼
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　
退
職
所
得
に
対
す
る
住
民
税
の
税
率
が
、

平
成
19
年
１
月
１
日
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

　
計
算
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
退
職
所

得
に
対
す
る
住
民
税
の
手
引
き
」
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
税
務
課
　
1(

２
２)

３
０
１
４

問
合
先
　
武
生
税
務
署  

1(

２
２)

０
８
９
０

▼
確
定
申
告
で
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

・
雑
損
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
。

・
医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
。

・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け

る
場
合
。

・
国
な
ど
に
寄
付
を
し
、
寄
付
金
控
除
の
適

用
を
受
け
る
場
合
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

　
給
与
所
得
者
で
も
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
や
、
確
定
申
告
を
す
る
と

源
泉
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

・
平
成
18
年
中
の
給
与
収
入
が
、
２
０
０
０

万
円
を
超
え
る
場
合
。

・
給
与
を
１
カ
所
か
ら
受
け
て
い
る
人
で
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が
、

20
万
円
を
超
え
る
場
合
。

・
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人

で
、
年
末
調
整
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収

入
金
額
と
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外

の
所
得
金
額
と
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
場
合
。

・
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親
族
な
ど
で
、

そ
の
同
族
会
社
か
ら
の
給
与
の
ほ
か
に
、

貸
付
金
の
利
子
、
店
舗
・
工
場
な
ど
の
賃

借
料
、
機
械
・
機
器
の
使
用
料
な
ど
の
支

払
い
を
受
け
て
い
る
場
合
。

■グラフ１

税
負
担
は
増
え
る
？

そ
れ
と
も
減
る
？

平
成
19
年
か
ら
の
税
源
移
譲
に
と
も
な
い

住
民
税
が

変
わ
り
ま
す
。

5％5％
10％10％

13％13％

▲0円～ ▲200万円～ ▲700万円～（課税所得）

※図中の税率は、県民税と市民税を合わせたものです。

平成18年度分まで

10％10％

▲0円～ （課税所得）

平成19年度分から

平成19年度から、住民税(所得割)の
税率が10％に統一されます。

※住民税の増額分は所得税で減額されます。

給与所得者で毎月の給与から
住民税が徴収される場合

～12月 H19年
1月

6月～5月4月3月2月

所
得
税

住
民
税

税源移譲による所得税減額分

税源移譲による住民税増額分

所
得
が
前
年
と
変
わ
ら
な
か
っ
た

場
合
、合
計
負
担
額
は
同
じ
で
す
。

住
民
税
の
あ
れ
こ
れ

住
民
税
の
あ
れ
こ
れ

住
民
税
に
関
す
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

QA
　
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
住
民
税

が
増
え
て
も
、
所
得
税
が
減
る

た
め
、
納
税
者
の
負
担
は
か
わ
り
ま
せ
ん
。

(

グ
ラ
フ
２
参
照)

　
し
か
し
、
平
成
19
年
度
か
ら
定
率
減

税
が
廃
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
分
に

つ
い
て
は
多
く
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※
経
過
措
置
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
定

率
減
税(

住
民
税
所
得
割
額
の
７
・
５

％
、
上
限
２
万
円
を
控
除
す
る
措
置)

が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

■グラフ２

37％ 40％50％

15％

20％

30％

33％

43％ 33％

23％

20％

10％

30％

20％

20％

10％

10％ 5％ 5％

10％

10％

10％

10％

10％

10％

10％

10％

13％

13％

13％

税率の
合計

※税率は課税所得により異なります。※税率の合計は移譲前も後も同じです。

移譲前 移譲後

住
民
税
の
ほ
う
が
基
礎
控
除

や
人
的
控
除
額
が
少
な
い
が
？

QA
毎
年
、住
民
税
だ
け
が

か
か
っ
て
い
た
人
は
ど
う
な
る
？

QA
　
所
得
税
と
住
民
税
の
人
的
控

除
額(

扶
養
控
除
な
ど)

の
差
に
つ

い
て
は
、
負
担
増
を
調
整
す
る
減
額
措

置
を
講
じ
る
た
め
、
納
税
者
の
負
担
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
負
担
増
を
調
整
す
る
減
額
措

置
を
講
じ
る
た
め
、
納
税
者
の

負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
し
て
変
わ
る
の
？

QA
　
住
民
に
よ
り
身
近
で
、
本
当

に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
効

率
よ
く
行
え
る
よ
う
、
国
か
ら
地
方
へ
、

税
そ
の
も
の
の
形
で
３
兆
円
の
税
源
の

移
譲
が
行
わ
れ
る
た
め
で
す
。

移譲前
住民 地方

国所得税 国庫補助金

住民税

行政
サービス

移譲後
住民 地方

国
所得税
△3兆円

国庫補助金

住民税
＋3兆円

行政
サービス

Q

A
&

平成19年度から、住民税が変わります

年
末
調
整
・
確
定
申
告

早
め
の
準
備
、お
願
い
し
ま
す
。

年
末
調
整
・
確
定
申
告

早
め
の
準
備
、お
願
い
し
ま
す
。

年
末
調
整
・
確
定
申
告

早
め
の
準
備
、お
願
い
し
ま
す
。

（県民税4％、市民税6％）

所得税

住民税

〜
12
月
は
不
法
投
棄
防
止
月
間
で
す
〜

●合同企業説明会「ふるさと企業魅力発見フェア」
と　き　平成19年１月５日(金)　
　　　　午後１時～５時(受付は正午から)
ところ　福井県営体育館(福井運動公園内）
対　象　大学・短大・高専・専修学校の学生
　　　　Uターンを考えている若年者など�
参加予定企業　１２０社
● 県内企業説明会「ふくい企業探訪」�
・大阪会場(１月20日、大阪城ホール)
・名古屋会場(２月３日、愛知県産業貿易館)
・東京会場(２月10日、砂防会館)
問合先　県労働政策課雇用創出推進室
　1０７７６(２０)０３９０�

　
道
路
や
堤
防
、
山
林
か
ら
、
み
ん
な
が
利

用
す
る
公
園
ま
で
、
心
無
い
人
に
よ
る
ご
み

の
不
法
投
棄
で
、
ま
ち
が
汚
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ご
み
を
拾
い
集
め
て
い
る
ご
夫
婦
や
、

掃
除
し
て
い
る
人
に
出
会
い
ま
す
。
そ
の
姿

を
見
る
と
、
心
が
熱
く
な
り
ま
す
。

　
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
み
ん
な
で
気
を

配
り
な
が
ら
、「
不

法
投
棄
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
ま
ち
」に

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　

　
環
境
政
策
課
　
1(

２
２)

５
３
４
２

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
で
、

　
　
ま
ち
が
泣
い
て
い
る

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
で
、

　
　
ま
ち
が
泣
い
て
い
る

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
で
、

　
　
ま
ち
が
泣
い
て
い
る



区分 越　前　市 国の制度との比較

同　じ

（平成18年度支給割合）

（平成18年４月１日現在支給割合）

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

退

職

手

当

給与

報酬

市　長

助　役

議　長

副議長

議　員

給与月額など

907,000円

760,000円

465,000円

407,000円

387,000円

区　　　分 期末手当

6月期　1.6月分

12月期　1.7月分

合計　3.3月分

(平成18年度支給割合)

◆特別職の給与、報酬などの状況    (平成18年７月1日現在)

◆育児休業の状況    (平成17年度)

◆その他の休暇の状況    (平成17年度)

   (各年度4月1日現在、単位：人)◆部門別職員数の状況

区　　　分

部　　　門

職　　員　　数

平成18年度 増減数平成17年度

7

136

32

156

32

3

29

22

56

473

150

1

151

4

23

24

29

80

704

▲　2

6

▲　2

▲　1

▲　2

1

▲　4

0

▲　3

▲　7

▲　5

1

▲　4

0

2

4

▲　7

▲　1

▲　12

9

130

34

157

34

2

33

22

59

480

155

0

155

4

21

20

36

81

716

議 会

総 務

税 務

民 生

衛 生

労 働

農 林 水 産

商 工

土 木

小 計

教 育

消 防

小 計

病 院

水 道

下 水 道

そ の 他

小 計

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門

部
　
　
門

特
別
行
政

合 　 　 計

   (平成17年度普通会計決算)◆人件費の状況

住民基本台帳人口
（18年3月31日現在）

歳　出　額
（ A ）

実質収支 人　件　費
（ B ）

人件費率
（B／A）

84,434人 31,086,880千円 1,152,678千円 5,871,222千円 18.9％

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含んでいます。

   (平成18年度普通会計の当初予算)

   (平成18年4月1日現在)

   (平成18年4月1日現在)

◆職員給与費の状況

給　　　料

2,668,495千円

職員手当

406,379千円

期末・勤勉手当

1,103,668千円

計

4,178,542千円

※職員手当には、退職手当を含んでいません。

◆職員の平均給料月額および平均年齢の状況

   (平成17年度)

   (平成17年度)

◆職務に専念する義務の特例に関する条例による免除の状況

申請件数

８件

承認件数(人数)

８件(270人)

◆営利企業等従事制限に係る許可の状況
申請件数

21件

許可件数(人数)

21件(21人)

平均給料月額

366,084円

293,855円

平　均　年　齢

43歳7月

48歳5月

◆職員の初任給の状況
区　　　分 決定初任給 採用2年経過日給料月額

大学卒

高校卒

高校卒

中学卒

159,700円

138,400円

131,500円

120,200円

176,800円

148,000円

140,300円

127,700円

一般行政職

技能労務職

区　分 内　　　　　　　　容 受講者数

市独自研修

委託研修

派遣研修

法制実務研修、業務効率改善研修

福井県自治研修所

全国建設研修センター研修、日本経営協会研修ほか

175人

52人

12人

   (平成17年度)◆分限処分の状況

◆公務災害発生状況

◆安全衛生対策の状況

◆福利厚生の状況
区　　分 処分者数 処　分　事　由

降　任

免　職

休　職

降　給

０人

０人

17人

０人

－

－

心身の故障による長期休養

－

   (平成17年度)◆職員の勤務時間などの状況

   (平成17年度)◆懲戒処分の状況
区　　分 処分者数 処　分　事　由

戒　告

減　給

停　職

免　職

１人

４人

０人

０人

一般服務違反

一般服務違反(２人)、監督責任(２人)

　　　　　　　－

　　　　　　　－
区　　　分

一般行政職

技能労務職

   (平成18年4月1日現在)◆職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
区　　　分 経験年数10年

大学卒

高校卒

高校卒

中学卒

263,428円

222,400円

204,900円

該当なし 

一般行政職

技能労務職

経験年数15年

318,360円

283,200円

225,400円

該当なし 

経験年数20年

386,200円

345,200円

263,066円

該当なし 

   (平成18年4月1日現在)◆一般行政職の級別職員数の状況
区　分 1 級

標準的な
職務内容

主事
技師

職員数

構成比

31人

7.7％

2 級

主事
技師

35人

8.7％

3 級

主査

75人

18.7％

4 級

主幹

29人

7.2％

5 級

主幹

99人

24.6％

6 級

課長
副課長

100人

24.9％

7 級

19人

4.7％

8 級

課長

14人

3.5％

部長
計

402人

100％

※越前市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

◆職員手当の状況

「
越
前
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」に

基
づ
き
、
平
成
17
年
度
に
お
け
る
職
員
の
給
与
や
勤
務
条
件
な
ど

人
事
行
政
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

問
合
先
　
職
員
課
　
1(

２
２)

３
７
０
４

※
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　h
ttp

://w
w

w
.city

.e
ch

ize
n
.lg

.jp

※平成17年度の職員数は、旧武生市および旧今立町の職員数の

合計です。

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
(3％～30％加算)
平成19年度まで

自己都合

23.5月分

33.5月分

47.5月分

59.28月分

勧奨・定年

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

　

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
(２％～２0％加算)

自己都合

23.5月分

33.5月分

47.5月分

59.28月分

勧奨・定年

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

職制上の段階、職務の
級などによる加算措置

有

　

６月期

12月期

計

期末手当

1.40月分

1.60月分

3.00月分

勤勉手当

0.725月分

0.725月分

1.45月分

※公務の運営上の事情により特別の形態によって勤務する必要が
ある職員は、上記以外の勤務時間の割振りによります。

区　　　分

１週間の勤務時間

勤 務 時 間

休 憩 時 間

休 息 時 間

時　　間　　な　　ど

40時間

午前８時半～午後５時15分

午後０時～０時45分

午後０時45分～１時、午後５時～５時15分

◆年次有給休暇の取得状況    (平成17年１月１日～12月31日)

休　　暇　　期　　間

１年あたり20日間付与�
（20日を限度に、翌年に繰り越すことができる）

平均取得日数

9.0日

取得状況

40人

11人

11人

15人

94人

平均3.7日

5人

9人

1人

休　　暇　　期　　間

結核性疾患：1年以内、�
負傷または結核性疾患以外の疾病：90日以内

5日以内�

出産予定日までの6週間�

出産の日の翌日から8週間�

親族の続柄に応じ、1日から7日以内

7月から9月までの期間内に5日以内�

一の年において5日以内�

入院から出産後2週間までの期間内に2日以内

連続する6月の期間内において必要と認める期間

休 暇 の 種 類

病 気 休 暇

　 　

介 護 休 暇

　 　

結 婚 休 暇

産 前 休 暇

産 後 休 暇

忌 　 　 引

夏 季 休 暇

子の看護休暇

出産補助休暇

特
別
休
暇(

主
な
も
の)

区分

男性
職員

女性
職員

2年超え
2年6月以下

0人

0人

2年6月超え

0人

0人

1年6月超え
2年以下

�

0人

1人

1年超え
1年6月以下

0人

5人

6月超え
１年以下

�

0人

6人

6月以下

0人

0人

育　児　休　業　承　認　期　間
育児休業
取得者数

  0人

12人

　市職員の共済制度については、福井県市町村職員共済組合が、

組合員およびその家族の生活の安定と福祉の向上を目的に、病気・

ケガ・出産・死亡・休業または災害に対して給付を行う「短期給付

事業」、退職・障害または死亡に対して年金または一時金の給付を

行う「長期給付事業」および健康保持増進事業や住宅資金などの貸

付けを行う「福祉事業」の３つの事業を行っています。

　市においては、地方公務員法第42条の規定に基づき、職員の福

利厚生事業を越前市職員共済会(職員による互助組織で条例により

設置が認められた団体)と共同で、健康管理のための人間ドック助

成、体育・文化事業、職員の慶弔費の給付などを行っています。

　平成17年度に勤務条件に関する措置の要求として取り扱った事

案はありませんでした。�

　平成17年度に不利益処分に関する申立てとして取り扱った事案

はありませんでした。

　公務災害補償制度は、地方公務員災害補償法に基づき、地方公

務員が公務上の災害または通勤による災害を受けた場合に、地方

公務員災害補償基金がその損害を補償する制度です。�

【平成17年度の発生状況】

　・公務災害３件(うち負傷３件、疾病０件)�

　・通勤災害０件�

　労働安全衛生法第19条の規定に基づき、越前市安全衛生委員会（会

長１人、委員９人）を設置し、職場巡視・点検による働きやすい職

場づくりや、心身に関する研修会の開催、産業カウンセラーの相

談面接などによる健康の保持増進を図っています。

　また、労働安全衛生規則第44条の規定に基づく全職員を対象と

した職員の定期健康診断(年１回)の実施、特定職場の予防接種を行

っています。

■職員の分限および懲戒処分の状況

■職員の勤務時間、その他の勤務条件の状況

■職員の給与の状況

■職員研修の状況

■職員の服務の状況

■職員の福祉および利益の保護の状況

■不利益処分に関する不服申立ての状況

■勤務条件に関する措置の要求状況

■職員数の状況

※平成17年10月１日～平成18年３月31日までに開催された研修です。�

※同一の職員が複数回にわたって処分された場合、重複して計上しています。

※合併後(平成17年10月１日～
平成18年３月31日)の数値を
掲載しています。

※合併後(平成17年10月１日～
平成18年３月31日)の数値を
掲載しています。

会

計

部

門

公
営
企
業
等
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ら
ま
し



継
体
大
王
ロ
マ
ン
を
語
る

大
王
が
武
生
盆
地
に

住
ん
だ
理
由

3

わ
　
　   

け

●
武
生
盆
地
は
豊
饒
な
地
域

●
大
王
は
味
真
野
に
本
拠
を
置
く

　
武
生
盆
地
は
渡
来
人
に
よ
っ
て
最
新
の
技

術
や
文
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
土
地
柄
で
、
優

れ
た
技
術
・
頭
脳
を
持
つ
集
団
が
活
躍
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
実
力
を
持
っ
て
い

た
大
王
で
す
か
ら
、
安
全
で
豊
饒
な
武
生
盆

地
を
本
拠
地
と
し
て
選
ん
だ
こ
と
は
、
至
極

当
然
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
大
王
が
武
生
盆
地

に
進
出
し
た
理
由
は
、
武
生
盆
地
に
越
前
の

国
府
を
置
い
た
理
由
で
も
あ
り
ま
す
。

　
大
王
は
母
一
族
が
築
い
た
勢
力
を
基
盤
に
、

武
生
盆
地
に
集
積
さ
れ
た
最
新
技
術
や
文
化
、

そ
れ
に
渡
来
集
団
と
の
人
間
関
係
に
よ
っ
て
、

越
・
近
江
・
美
濃
・
尾
張
・
河
内
に
お
よ
ぶ

巨
大
な
勢
力
に
成
長
し
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
謡
曲「
花
筐
」が
著
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
味

真
野
に
は
大
王
に
関
す
る
言
い
伝
え
が
あ
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
を
世
阿
弥
が「
花
筐
」と
し

て
著
し
、
上
演
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ

ら
に
新
し
い
伝
説
が
加
わ
っ
た
も
の
と
考
え

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
て
、
継
体

伝
承
が
味
真
野
地
区
に
集
中
し
て
多
い
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　(

次
号
へ
続
く)

(

郷
土
史
家
　
真
柄
甚
松
氏)

▼
先
進
文
化
地
域
　

　
大
王
の
時
代
か
ら
一
世
紀
半
あ
ま
り
後
に

な
り
ま
す
が
、
武
生
盆
地
に
は
大
虫
・
深
草
・

野
々
宮
・
室
谷
廃
寺
な
ど
白
鳳
期
に
建
立
さ

れ
た
寺
院
が
集
中
し
て
い
る
地
域
で
、
文
化

の
先
進
地
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
素
地

は
大
王
時
代
に
遡
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。�

ほ
う
じ
ょ
う

▲紙すき(越前和紙)　
約1500年前から伝わ
る越前和紙も、継体大
王の時代から始まった
産業のひとつです。

　
前
号
で
大
王
が
武
生
盆
地
に
住
ん
で
い
た

と
述
べ
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
大
王
が
丸
岡

か
ら
味
真
野
へ
居
を
移
し
た
理
由
は
、
何
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

▼
武
生
盆
地
の
地
形
　

　
武
生
盆
地
は
、
周
り
を
山
地
で
囲
わ
れ
た

地
形
で
す
。
大
王
が
越
前
に
お
ら
れ
た
五
世

紀
末
か
ら
六
世
紀
初
め
、
各
地
の
首
長
ら
は

国
家
統
一
を
目
指
し
て
武
力
衝
突
が
あ
っ
た

と
い
う
時
代
で
し
た
か
ら
、
戦
を
い
つ
も
意

識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
攻
め

ら
れ
に
く
く
守
り
や
す
い
武
生
盆
地
は
、
格

好
の
地
域
だ
っ
た
の
で
す
。

▼
交
通
の
要
衝
　

　
武
生
盆
地
の
東
、
越
前
中
央
山
地
の
西
側

を
南
北
に
通
じ
る
古
道
が
丸
岡
に
通
じ
て
い

た
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
道
は
ま
ず
、
日
野
山
東
側
の
鞍
部
の

牧
谷
越
え
で
味
真
野
に
出
ま
す
。
こ
こ
か
ら

三
里
山
の
東
を
北
に
進
み
、
戸
の
口
坂
や
榎

坂
を
越
え
て
福
井
平
野
に
出
ま
す
。
足
羽
川

を
渡
り
、
酒
生
古
墳
群
の
南
麓
に
沿
っ
て
松

岡
地
区
に
出
、
九
頭
龍
川
を
渡
っ
て
丸
岡
に

通
じ
る
道
で
す
。
ま
た
中
世

に
は
朝
倉
街
道
と
し
て
、
再

度
、
重
要
性
を
増
し
た
道
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
武
生
盆
地
を
東
に
向

か
え
ば
、
池
田
か
ら
美
濃
に

通
じ
ま
す
。
西
へ
行
け
ば
、

白
山
地
区
を
通
り
日
本
海
に

出
て
、
敦
賀
や
朝
鮮
半
島
へ

の
海
上
交
通
に
つ
な
が
り
ま

す
。
日
野
川
は
武
生
盆
地
を

南
北
に
縦
貫
し
て
い
て
、
重

要
な
水
上
の
交
通
路
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
武
生
盆
地
は

交
通
の
十
字
路
で
あ
り
ま
し
た
。

▼
多
く
の
人
を
養
え
た
耕
地
　

　
近
年
の
農
業
の
機
械
化
に
よ
っ
て
圃
場
整

備
事
業
が
施
行
さ
れ
、
昔
か
ら
の
畦
畔
は
失

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
武
生
盆
地
で
は

奈
良
時
代
に
整
備
さ
れ
た
条
里
制
の
遺
構
が

昭
和
三
〇
年
代
ま
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
武
生
盆
地
の
耕
地
が
安
定
し
て
い
た

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　
奈
良
時
代
の
丹
生
郡(

当
時
は
今
立
郡
を

含
む)

に
は
、
一
八
の
郷
が
あ
り
、
越
前
で

は
最
も
多
く
の
郷
を
持
つ
郡
で
し
た
。
そ
の

郷
の
ほ
と
ん
ど
が
武
生
盆
地
に
あ
っ
た
の
で

す
か
ら
、
武
生
盆
地
は
多
く
の
人
を
養
う
だ

け
の
収
穫
に
恵
ま
れ
た
、
豊
か
な
地
域
で
あ

っ
た
の
で
す
。

▼
先
進
工
業
地
帯
　

　
武
生
盆
地
の
谷
口
に
は
当
時
と
し
て
は
、

最
も
進
ん
だ
産
業
が
あ
り
ま
し
た
。
日
野
山

麓
の
製
鉄
、
王
子
保
の
窯
業
、
五
箇
の
製
紙
、

服
部
谷
の
繊
維
、
河
和
田
の
漆
器
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
産
業
は
、
海
の
道
を
通
っ
て
や

っ
て
来
た
朝
鮮
な
ど
か
ら
の
渡
来
人
達
の
技

術
集
団
に
よ
っ
て
興
さ
れ
た
も
の
で
、
武
生

盆
地
は
一
大
先
進
工
業
地
帯
を
造
り
上
げ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
匠
の
技
は
、

現
在
の
産
業
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

あ
ん
ぶ

み
　
の

え
の
き

さ
こ
う

ほ
じ
ょ

い
こ
う

ご
う

ほ
う
じ
ょ
う

し
ご
く

は
な
が
た
み

ぜ
　
あ
　
み は

く
ほ
う
き

さ
か
の
ぼ

は
い
じ

い
き
さ
つ

よ
う
ぎ
ょ
う

お
う
み

み
　
の

お
わ
り

か
わ
ち

こ
し

た
く
み け

い
は
ん

じ
ょ
う
り
せ
い

ま
き
た
に
こ
え

い
く
さ

き
ょ

■武生盆地の地形■武生盆地の地形
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越前市広報12月15日号17

●
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
・
育
成
●
 

事
業
計
画

で
決
定

希
望
価
格

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
構
想
は
、
参
加
者(

会
員
・
地
域
住

民)

が
作
り
手
と
な
る
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
行
政
を
大
き
く
変
え
る
新
し
い

政
策
で
す
。
設
立
３
年
目
を
迎
え
た
市
内
４
つ
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ(

北
日
野
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ク
ラ
ブ
、
吉
楽
、
国
高
総
合
健
康
ク

ラ
ブ
、
み
な
み
文
化
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ)

は
、
地
域
に
お
い
て
着
実
に
浸

透
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
現
在
２
地
区
が
、
設
立
に
向
け
準
備
中
で
す
。

　
市
は
中
心
市
街
地
活
性
化
と
定
住

化
促
進
、
周
辺
市
街
地
の
環
境
と
調

和
し
た
良
好
な
土
地
活
用
を
図
る
た

め
、
市
や
土
地
開
発
公
社
が
所
有
す

る
処
分
可
能
な
土
地
３
件
を
、「
公
募

提
案
型
」に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

　「
公
募
提
案
型
」と
は
、
事
業
計
画

の
提
案
内
容
と
買
受
希
望
価
格
の
両

面
を
勘
案
し
て
、
買
受
事
業
者
を
決

定
し
、
売
却
す
る
方
法
の
こ
と
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
い
る
実
施
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

:/
/
w

w
w

.c
ity

.e
c
h
iz

e
n

.

lg
.jp

問
合
先
　

　
財
務
課
ま
た
は
土
地
開
発
公
社

　
1(

２
２)

３
２
３
４

■
売
却
ま
で
の
流
れ

実
施
要
項
の
公
示

(

12
月
15
日)

h

参
加
者
の
登
録
・
質
疑
の
受
付

(

12
月
15
日
〜
28
日)

h

提
案
書
の
受
付

(

１
月
15
日
〜
26
日)

h

 

審
査
・
価
格
調
書
の
開
封

h

契
約
の
締
結

(

２
月)

番号 物件名(所在・地番)

旧武生商工会議所跡地

(堀川町257番)

旧国鉄貨物駅跡地

(堀川町15字10番９外３筆)

南越消防組合中消防署跡地

(中央一丁目５字４番１)

面積、地目、用途地域

2,322.06g(約702.4坪)

宅地

近隣商業・第一種住居

6,038.69g(約1826.7坪)

宅地

第一種住居

835.86g(約253.3坪)

宅地

近隣商業

容積率/建ぺい率
200/80

(近隣商業)
200/60

(第一種住居)

200/60

200/80

■
売
却
ま
で
の
流
れ

問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
　
1(

２
２)

７
４
６
３

■
今
後
の
取
り
組
み

○
地
域
で
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
・
団
体
を
ま
と
め
る
組
織
と

し
て
の
ク
ラ
ブ

・
学
校
開
放
運
営
協
議
会
も
含
め
、
地
域
住
民
の
定
期
的
な
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
に
重
点
を
置
い
た
ク
ラ
ブ
づ
く
り

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
部
活
動
、
社
会
体
育
の
連
携
を
促
進
し
ま
す
。

・
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団(

子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室)

な
ど
を
通
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
子
ど
も
を
増
や
し
ま
す
。

・
中
学
校
区
単
位
で
、
部
活
動
と
地
域
社
会
と
の
連
携
を
目
指
し
ま
す
。

○
だ
れ
で
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
、
参

加
し
や
す
い
ク
ラ
ブ
づ
く
り

・
高
校
生
や
大
学
生
が
ク
ラ
ブ
の
会
員
や
指

導
者
と
し
て
参
加
で
き
る
組
織
を
目
指
し

ま
す
。

・
各
世
代
や
種
目
が
交
流
す
る
機
会
を
多
く

持
つ
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

プロ野球選手を招いて野球教室を
開催(北日野スポーツ文化クラブ)

■位置図

■物件一覧表

「
公
募
提
案
型
」

「
公
募
提
案
型
」
で
土
地
を
売
却
し
ま
す

日野川 万代橋

JR武生駅

●市役所 ●旧NTT

帆山橋

●中央
　図書館

●たけふ
　菊人形

武生西小
　武生
●郵便局

旧国道８号

国
道
3
6
5
号

●
武生医師会

●
武生医師会

文

1

1

2

3

3

き
ら
く

2



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

製
造
事
業
者
の
み
な
さ
ん

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

情
報
統
計
課 

1(

２
１)

５
０
７
８

日
野
川
地
区
水
道
用
水
供
給
事

業
の
受
け
入
れ
ス
タ
ー
ト

　
　
村
国
浄
水
場 

1(

２
３)

５
５
９
７

再
生
品
を
提
供
し
ま
す

　
　
利
再
来
館 

1(

２
８)

１
３
９
０

　
　
　
勾
当
原
町
86
―

28

　
　(

月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
日)

　
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
、
提
供
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
坂
の
口
展
示
場

申
込
期
間
　
平
成
19
年
１
月
５
日
(金)

〜
25
日
(木)

※
希
望
価
格
を
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
発
表
　
平
成
19
年
２
月
１
日
(木)

※
当
選
者
に
は
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

引
取
期
間
　
平
成
19
年
２
月
２
日
(金)

〜
11
日
(日)

公
共
交
通
利
用
促
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す

　
　
政
策
推
進
課 

1(

２
２)

３
０
１
６

　
　
Ｊ
Ｒ
武
生
駅 

1(

２
３)

０
２
３
０

■
お
わ
び
と
訂
正

　
11
月
15
日
号
の
５
頁
で
掲
載
し
た

市
民
意
識
調
査
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
の
、
問

「
あ
な
た
は
越
前
市
に
住
み
続
け
た

い
で
す
か
？
」
に
対
す
る
円
グ
ラ
フ

の
中
で
、
一
部
デ
ー
タ
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

(
正)・

住
み
続
け
た
い
が
仕
事
や
家
庭
の

　
都
合
で
永
く
住
め
な
い
↓
３
・
１
％

・
住
み
続
け
た
く
な
い
↓
１
・
７
％

漏
水
に
注
意

　
　
料
金
課 

1(

２
２)

７
９
２
９

　
作
業
の
た
め
、
丹
南
地
域
す
べ
て

の
自
動
交
付
機
に
よ
る
各
証
明
書
の

発
行
を
、
終
日
、
停
止
し
ま
す
。

停
止
日
　
12
月
23
日
(土)
　

※
年
末
年
始(

12
月
29
日
(金)
〜
１
月

３
日
(水))

も
停
止
し
ま
す
。

自
動
交
付
機
停
止
の
お
知
ら
せ

　
　
市
民
課 

1(

２
２)

３
０
０
１

丹南ケーブルテレビ丹南ケーブルテレビ丹南ケーブルテレビ
12月15日～１月の越前市関連の番組案内

地域ふれあいチャンネル(２ch)

丹南HOT情報チャンネル(５ch)

※12・1月は一部特別編成となります。
　詳しい番組案内は、丹南ケーブルテレビガイドなどをご覧ください。

12月11日～18日　伝統産業をもっと知ろう
　　　　　　　　～陶芸・漆器・和紙の魅力を伝える～

◎たんなんカラフルトーキング (毎週月曜日  午後７時更新)

12月18日～31日�総合計画策定状況について
１月１日～４日�年頭のごあいさつ
１月４日～15日�男女が平等なまちをめざして

◎越前市情報ナビ (毎週月曜日  午後７時半更新)

12月15日～31日　ふるさと発見伝(白山２)

◎丹南歴史探訪 (毎週金曜日  午後８時半更新)

12月19日～31日　もちつきを楽しもう！
　　　　　　　　　(南中山幼稚園)

◎Ｊｒ．(ジュニア) (毎週火曜日  午後８時更新)

　
昨
年
度
は
、
凍
結
に
よ
る
水
道
管

破
裂
な
ど
が
原
因
で
、
多
数
の
家
庭

で
漏
水
が
発
生
し
ま
し
た
。
漏
水
で

も
、
水
道
料
金
が
か
か
り
ま
す
。
降

雪
前
に
、
冬
に
備
え
準
備
し
て
く
だ

さ
い
。

注
意
点
　
・
い
つ
で
も
水
道
メ
ー
タ

ー
が
確
認
で
き
る
よ
う
付
近
を
除

雪
し
て
く
だ
さ
い
。

・
冬
期
間
使
用
し
な
い
家
の
水
道
は

止
水
栓
を
閉
め
る
か
、
料
金
課
へ

中
止
の
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト(

銀

色
の
こ
ま)

が
回
転
し
て
い
な
い

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
す
べ
て
の
蛇
口
が
閉
ま
っ
て
い
る

の
に
回
転
し
て
い
た
場
合
、
漏
水

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 ▲パイロット

(中央)

ペ
ー
ハ
ー

　
公
共
交
通
利
用
者
の
利
便
性
向
上

の
た
め
、
駐
車
場
が
低
価
格
で
利
用

で
き
ま
す
。

対
象
　
Ｊ
Ｒ
武
生
駅
で
乗
車
券
と
特

急
券
を
乗
車
前
日
ま
で
に
購
入
、

ま
た
は
電
話
予
約
し
た
人

期
間
　
平
成
19
年
２
月
28
日
(水)
ま
で

駐
車
場
　
武
生
駅
北
パ
ー
キ
ン
グ(

ア

ル
・
プ
ラ
ザ
武
生
に

隣
接)

　

台
数
　
20
台
ま
で

料
金
　
１
回
に
つ
き
４

０
０
円(

１
泊
２
日
ま
で)

八
ッ
杉
森
林
学
習
セ
ン
タ
ー

【
冬
期
休
館
の
お
知
ら
せ
】

期
間
　
平
成
19
年
３
月
14
日
(水)
ま
で

問
合
先
　
農
林
整
備
課

　
1(

２
２)

３
０
０
８

　
12
月
１
日
か
ら
日
野
川
地
区
水
道

用
水
供
給
事
業(

県
水)

の
受
け
入
れ

を
始
め
ま
し
た
。
配
水
区
域
は
、
日

野
川
右
岸
の
北
日
野
・
北
新
庄
・
味

真
野
地
区
や
今
立
地
区
か
ら
始
ま
り
、

徐
々
に
市
内
全
域
に
拡
大
し
て
い
き

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
市
の
水
道
水
の
源
は
地

下
水
で
し
た
が
、
県
水
は
日
野
川
の

表
流
水
を
源
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

含
ま
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
分
や
Ｐ
Ｈ(

水

素
指
数)

が
若
干
異
な
り
ま
す
。

　
味
に
敏
感
な
人
は
、

最
初
の
う
ち
違
和
感
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
今
ま
で
ど
お
り
安

全
で
お
い
し
い
水
の
安

定
供
給
に
努
め
ま
す
。

　
平
成
18
年
工
業
統
計
調
査
を
行
い

ま
す
。
調
査
の
実
施
は
12
月
か
ら
平

成
19
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
伺

い
ま
す
。

　
な
お
調
査
票
に
記

入
さ
れ
た
内
容
は
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密

を
厳
守
し
ま
す
の
で
、

正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
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催
し
・
講
座

催
し
・
講
座

手
軽
に
で
き
る

蒸
し
料
理
講
座
を
開
催

　
　
式
部
ふ
れ
あ
い
館 

1(

２
３)

０
０
４
７

と
き
　
平
成
19
年
１
月
21
日
(日)

　
午
前
９
時
半
〜
正
午

と
こ
ろ
　
式
部
ふ
れ
あ
い
館(

国
高

一
丁
目)

費
用
　
５
０
０
円(

材
料
費
込)

定
員
　
10
人

※
申
込
多
数
の
場
合
、
抽
選
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
に
住
む
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
人
で
、
地
域
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
対
す
る
熱
意
と
行
動
力

の
あ
る
人

募
集
人
数
　
３
人

任
期
　
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
平
成

20
年
３
月
31
日

報
酬
　
日
当
３
０
０
０
円(

年
10
回
程
度)

応
募
方
法
　ス
ポ
ー
ツ
課(

分
庁
舎)

に

あ
る
申
込
用
紙
に
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
　
平
成
19
年
１
月
19
日
(金) 

体
育
指
導
委
員
を
募
集

　
　
ス
ポ
ー
ツ
課 
1(
２
２)

７
４
６
３

市
民
ス
キ
ー
講
習
会
を
開
催

　
　
ス
ポ
ー
ツ
課(

体
育
協
会
事
務
局) 

1(

２
３)

６
２
２
２

せ
き
ざ
わ  

ひ
で
ひ
こ

と
き 

12
月
22
日
(金)
　
午
後
７
時
〜

９
時

と
こ
ろ
　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー(

ア
ル
・

プ
ラ
ザ
武
生
４
階)

講
師
　
関
沢
英
彦
氏(

博
報
堂
生
活

総
合
研
究
所
顧
問)

テ
ー
マ 

「
金
時
持
ち
・
金
持
ち
・
時

持
ち
・
貧
乏
暇
な
し
〜
少
子
高
齢

化
時
代
の
４
つ
の
暮
ら
し
〜
」

そ
の
他
　
託
児
あ
り(

無
料
、
要
予
約)

受
講
料
　
無
料

Ｇ
カ
レ
ッ
ジ「
少
子
高
齢
化
時
代

の
格
差
を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ
w
」

　
　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

あ
ん
だ
ん
て
1(

２
４)

４
４
４
６

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
交
流
セ
ン
タ
ー

催
し
物
参
加
者
募
集

申
込
・
問
合
先
　
1(

２
８)

１
１
２
３

万
葉
菊
花
園
だ
よ
り

申
込
・
問
合
先
　
1(

２
７)

７
８
０
０

●
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
放
談

と
き
　
平
成
19
年
１
月
20
日

（土）

　
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ
　
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
交
流
セ
ン

タ
ー(

湯
谷
町)

入
場
料
　
無
料

●
え
ち
ぜ
ん
環
境
楽「
環
境
寄
席
」

と
き
　
平
成
19
年
１
月
28
日

（日）

　
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー(

高
瀬
二
丁
目)

講
師
　
桂
都
丸
氏(

落
語
家)

内
容
　
落
語
を
通
じ
て
環
境
問
題
を

笑
い
な
が
ら
考
え
ま
す
。

入
場
料
　
無
料

【
閉
館
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ
】

　
12
月
27
日
(水)
は
、午
後
５
時
ま
で

か
つ
ら 

と 

ま
る

パソコン講座　各コースとも定員20人(受講料にテキスト代を含む)

ワークメイトからのお知らせワークメイトからのお知らせ

【 I T 学習支援コーナーを開設しています】
とき　毎週土曜日(祝日を除く)　午前９時～正午、午後１時～４時
内容　時間内であれば無料で自由にパソコンの自主学習ができます。
　　　わからないことは、サポーターが手助けします。

介
護
予
防
水
中
運
動
教
室

を
開
催
し
ま
す

　
　
長
寿
福
祉
課 

1(

２
２)

３
７
８
４

対
象
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者

と
き
　
平
成
19
年
１
月
11
日
〜
３
月

29
日(

毎
週
木
曜
日
、
全
12
回)

　
午
前
10
時
半
〜
正
午

と
こ
ろ
　
柳
荘
温
水
プ
ー
ル(

家
久
町)

※
プ
ー
ル
ま
で
の
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内
容
　
要
介
護
状
態(

寝
た
き
り
な
ど)

に
な
ら
な
い
よ
う
、
温
水
プ
ー
ル

を
利
用
し
、
運
動
す
る
教
室
で
す
。

参
加
料
　
無
料

定
員
　
30
人(

先
着
順)

申
込
先
　
長
寿
福
祉
課
へ
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
陸
・
海
・
空  

自
衛
隊
生
徒(

男
子)

　(

中
学
卒
業
者(

見
込
含)

、
15
歳
〜

17
歳
未
満
の
男
子)

試
験
日
　
平
成
19
年
１
月
13
日
(土)

試
験
科
目
　
国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
英
語
、
作
文

応
募
締
切
　
平
成
19
年
１
月
９
日
(火)

そ
の
他
　
平
成
19
年
４
月
入
隊
予
定
の

「
２
等
陸
・
海
・
空
士
」も
募
集
中
で
す
。

自
衛
官
を
募
集

自
衛
隊
福
井
地
方
協
力
本
部

越
前
地
域
事
務
所 

1(

２
２)

６
１
３
９

募

集

募

集

係

元
旦
初
詣
ラ
ン
ニ
ン
グ

　
　
東
地
区
体
育
協
会(

東
公
民
館
内)

1(

２
３)

４
７
６
３

と
き
　
平
成
19
年
１
月
１
日
(月)
　

　
午
前
９
時
〜
　
受
付

　
午
前
10
時
〜
　
ス
タ
ー
ト

集
合
場
所
　
武
生
東
公
民
館(

府
中
一)

コ
ー
ス
　
３
キ
ロ
、
６
キ
ロ

参
加
資
格
　
小
学
生
以
上
の
健
康
な
人

※
小
中
学
生
の
み
で
参
加
す
る
場
合
、

保
護
者
の
承
認
が
必
要
で
す
。

申
込
締
切
　
12
月
26
日
(火)
　

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

参
加
料
　
小
中
学
生
２
０
０
円
、
高

校
生
以
上
３
０
０
円(

保
険
料
と

し
て
当
日
徴
収
し
ま
す)

対
象
　
市
内
に
住
ん
で
い

る
か
働
い
て
い
る
人

と
き
　
平
成
19
年
１
月
10

日
(水)
、
17
日
(水)
、
24
日

(水)
　
午
後
７
時
〜
９
時(

全
３
回)

と
こ
ろ
　
今
庄
３
６
５
ス
キ
ー
場

内
容
　
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
練
習

参
加
料
　
大
人
５
０
０
０
円
、
小
人

４
０
０
０
円

※
い
ず
れ
も
３
回
分
、
保
険
料
込
み

申
込
締
切
　
12
月
27
日
(水)

定
員 

　
30
人(

定
員
に
な
り
し
だ
い
、

締
め
切
り)

●「
絵
と
陶
」夫
婦
の
遊
々
展

と
き
　
12
月
28
日
(木)
ま
で

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半

入
場
料
　
無
料
　

え
　
　  

と
う

申込・問合先　ワークメイト　1(２３)６８５５申込・問合先　ワークメイト　1(２３)６８５５

受講料コース名 期　　　　間 時　間

Word2003応用

パソコン入門

8,000円

6,000円

12/18b～20d

 1/15b～19f

３日間

５日間

9：00～16：00

9：00～12：00
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こころとからだの健康づくりこころとからだの健康づくりこころとからだの健康づくり

開催場所　福祉健康センター(アル・プラザ武生４階)

●チャレンジ教室(生活習慣病予防の運動)
・ゆったりコース(第２・４水曜日)
　とき　12月27日d、１月10日d　午前９時半～11時
・元気コース(第１・３水曜日)
　とき　12月20日d、１月17日d　午前９時半～11時

●いきいき運動広場(自主的に運動できる部屋を開放)
　とき　１月５日f、12日f、19日f　午前９時～11時

●こころのテレビ電話相談
　(要予約、心療内科医による相談）
　とき　12月19日c、１月16日c　
　　　　　午前９時～正午、午後２時～５時

●こころの相談(要予約)
　とき　１月12日f　午後５時～８時

●２カ月児セミナー
　とき　12月18日b、１月15日b　午後１時10分～30分

●１歳６カ月児健康診査
　とき　12月20日d、１月10日d　午後１時半～２時半

●３歳児健康診査
　とき　12月21日e、１月11日e　午後１時～２時半

●育児相談(１歳未満の乳児)
　とき　１月９日c　午前９時半～10時半

●離乳食教室(１歳未満の乳児)
　とき　１月９日c
　　(初期) 午前10時～　(中・後期) 午前11時～

●こどもの発達相談(要予約)

　とき　１月18日e　午後１時～５時

 開催場所　社会福祉センター(杉尾町)

●こころの相談室(要予約)　1(４２)３９３９
　とき　 12月25日b、１月15日b　午前10時～午後４時

●はつらつ教室(転倒予防の健康体操など)
　とき　12月25日b　午前９時半～11時

●すこやかサロン(乳幼児)
　とき　１月19日f　午前10時～11時

問合先　健康増進課　1(２４)２２２１

エアロバイクなど、
器具が揃っています。

保

健

保

健

来春、入学予定の子どもが対象です！

 

対象　平成12年４月２日
　　～平成13年４月１日に生まれた子ども
接種期間　平成19年３月31日(土)まで 
接種機関　市内の個別予防接種医療機関
�　　　　　(実施していない医療機関もあります)
※ほかの予防接種も済んでいるか、確認しましょう。
問合先　健康増進課　1(２４)２２２１�

麻しん・風しん混合(ＭＲ)ワクチンの
予防接種は済みましたか？
麻しん・風しん混合(ＭＲ)ワクチンの
予防接種は済みましたか？
麻しん・風しん混合(ＭＲ)ワクチンの
予防接種は済みましたか？

　
親
子
歯
磨
き
チ
ェ
ッ
ク
と
３
歳
児

フ
ッ
素
無
料
塗
布
を
行
い
ま
す
。

対
象
　
３
歳
児
健
康
診
査
受
診
児
と

そ
の
保
護
者�

と
き
　
12
月
26
日
(火)
、
１
月
16
日
(火)

と
こ
ろ
　
歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
３
歳
児
健
康
診
査
受
診
の

と
き
に
配
布
す
る
フ
ッ
素
塗
布
無

料
券
と
歯
ブ
ラ
シ

３
歳
児
親
子
歯
っ
ぴ
ー
教
室

　
　
歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

1(

２
２)

１
０
２
０

今 月 の 広 告

健
康
体
操
・
ヨ
ー
ガ

体
験
し
ま
せ
ん
か

し
き
ぶ
温
泉
湯
楽
里 

1(

２
５)

７
８
０
０

●
健
康
い
き
い
き
体
操

と
き
　
平
成
19
年
１
月
16
日
(火)

●
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ー
ガ

と
き
　
平
成
19
年
１
月
19
日
(金)

共
通
事
項

時
間
　
午
前
10
時
15
分
〜
11
時
15
分

と
こ
ろ
　
し
き
ぶ
温
泉
湯
楽
里(
白

崎
町) 

費
用
　
５
０
０
円(

１
回)
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休
日
診
療
に
つ
い
て

1
０
１
２
０(

２
４)

４
８
９
４



男女の問題

●性差などによるいろんな悩み相談
・男女平等オンブッド(アル・プラザ武生)

　1(２２)３６６８

　毎週月～金曜日、毎月第１土曜日

　午前10時～午後５時

　　※労働相談
　　毎月第１土曜日　午後１時～４時

　　毎月第３金曜日　午後５時～８時

　電子メールアドレス

　o m b u d @ c i t y . e c h i z e n . l g . j p

●女性相談
・児童福祉課　1(２２)３００６

　水曜日　午前９時～午後５時

子育て

●家庭児童相談室・ひとり親家庭相談
・児童福祉課　1(２２)３００６

　月～金曜日、午前８時半～午後５時

●児童養護に関する相談
　(緊急の場合は夜間でも受け付けます)
・児童家庭支援センターたけふ「ポケット」

　1(２２)３０７７

　毎日、午前９時～午後５時半

●子育て相談(地域子育て支援センター)
・ＮＰＯ法人 子どもセンター

　「ピノキオ」(アル・プラザ武生)

　1(２３)８２１１

　毎日(休日も)、午前９時～午後５時

・「フォルマシオーン」(国高保育園内)

　1(２３)６３１８

　月～金曜日、午前９時～午後５時

・「いまだて」(粟田部保育園内)

　1(４２)２５１１

　月～金曜日、午前９時～午後５時

こころ

● なごみ電話(こころの悩み)
　1(２５)７５６４

　月～金曜日　午前８時半～午後５時

● ヤングテレフォン
　1(２３)６６９９

　月～金曜日　午前８時半～午後５時

●知的障害者の相談(要予約)
・社会福祉課　1(２２)３００４

　第２水曜日　午後１時半～４時

●心配ごと相談
・社会福祉協議会武生事務所

　(アル・プラザ武生)

　1(２２)８５００

　火曜日　午後１時半～４時

職業・労働

●高年齢者職業相談室
　1(２４)５７７７

　月～金曜日　午前８時半～午後５時

　※受付は午後４時半まで

●若者対象の就職相談など
・ミニジョブカフェ武生

　1(２３)７０４６

　火・木曜日　午前10時～午後５時

　●市民相談電話
　　1(２２)１１２２
　　毎週月～金曜日
　　午前８時半～午後５時15分

　どこに電話すればいいのか
わからない場合は、こちらへ
問い合わせてください。

　どこに電話すればいいのか
わからない場合は、こちらへ
問い合わせてください。

　「閑月の苑」は、後継者のいない人の共同納骨塚
です。納骨供養料は一霊につき１０万円からです。
　宗教・宗派に関係なく、どなたでも御利用いた
だけます。

かんげつ　　　 その

くらし

●行政相談　

・生涯学習センター(府中１丁目)

　1(２２)３００５

　第１・３月曜日、午後１時半～４時

・社会福祉センター(杉尾町)

　1(４３)８８８８

　第２水曜日　午後１時半～４時

●人権相談
・生涯学習センター(府中１丁目)　

　1(２２)３００５

　第１月曜日　午後１時～４時

　第３金曜日　午前９時～正午

●法律相談(電話での相談、受け付
けはできません)

・社会福祉協議会武生事務所(アル・プラザ武生)

　1(２２)８５００

　第１・３木曜日、午前９時半～正午

　午前８時半から受付(定員10人)

●消費生活相談
・消費者センター(センチュリープラザ)

　1(２２)３７７３

　月～金曜日、午前８時半～午後５時

●結婚相談
・生涯学習センター(府中１丁目)

　1(２２)３００５　

　第１・２・３水曜日　午後１時～４時

　第４土曜日(本人のみ)　午後１時～４時

・社会福祉センター(杉尾町)

　1(４３)８８８８

　第１・３水曜日　午後１時半～４時

健康

●健康相談
・健康増進課　1(２４)２２２１

　月～金曜日、午前８時半～午後５時
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図書館
だより

問合先問合先

高橋  千寿ちゃん

たかはし　  せんじゅ

(２歳)

♪
♪

次号は１月15日発行

越前市広報12月15日号

◆越前市のホームページアドレス
　http://www.city.echizen. lg . jp
◆編集・発行　 越前市秘書課広報広聴室
〒915-8530 越前市府中一丁目13-7�
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※越前市は環境マネージメントシステム

ISO14001自己適合宣言を行っています。

【11月１日現在】

◆総人口� 87,724人
　内外国人� 3,343人
◆男� 42,930人
　内外国人� 1,647人
◆女� 44,794人
　内外国人� 1,696人
◆世帯数� 28,822世帯
　内外国人� 2,450世帯

12月の納税12月の納税

人口人口

　
資
料
は
、
て
い
ね
い
に
扱
っ
て

　
図
書
館
の
資
料
は
、
多
く
の
人
が

利
用
す
る
も
の
で
す
。
返
却
時
に
破

れ
、
汚
れ
、
水
ぬ
れ
な
ど
が
あ
っ
た

場
合
や
紛
失
し
た
場
合
に
は
、
弁
償

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
ケ
ー
ス
の

破
損
や
歌
詞
カ
ー
ド
な
ど
の
紛
失
も
、

弁
償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
次
の
人
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き

る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
現
場
の
大
き
な
機
械

僕
、
だ
〜
あ
い
す
き
！

●木彫と絵画の創作展
　12月19日C～24日A
●水墨画「山田雄山・加藤栄山」二人展
　１月６日G～14日A

開館時間　午前10時～午後６時
　　　　　(入館は午後５時半まで)
入館料　無料
休館日　毎週月曜日と祝日の翌日
※12月～平成19年２月の展示申し込
みを受け付けています。

● 冬の館蔵品展
　「郷土玩具でお正月
　～お正月遊びと十二支のおもちゃ～」
　12月16日G～平成19年２月12日B

開館時間　午前10時～午後６時
 (入館は午後5時半まで)

入館料　無料
休館日　毎週月曜日と祝日の翌日

ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅
しくらしくら

公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館 1(21)39001(21)3900

　
年
末
年
始
は
休
館
し
ま
す

期
間
　
12
月
29
日
(金)
〜
１
月
３
日
(水)

対
象
　
中
央
図
書
館
・
今
立
図
書
館

※
本
の
返
却
は
、
各
館
の
玄
関
横
に

あ
る
返
却
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
破
損
の
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
返
却
口
に
は
入
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

これから年末年始にかけ、お酒を
飲む機会が増えてきます。飲酒運
転は自分だけでなく、相手にも多
大な被害をもたらします。絶対に
やめましょう。

固定資産税・都市計画税　第３期
国民健康保険税　　　　　第６期
介護保険料　　　　　　　第６期

【夜間納税窓口・納税相談日】
と　き　第１・３火曜日

(祝祭日の場合は除く)
および、月末開庁日
午後８時まで

ところ　納税課
口座振替の人は残高の確認を
納税はお早めに

●市長室ホットラインファックス
　FAX(２２)９９７７
●市民相談電話　1(２２)１１２２
●提案箱「あなたの声」
　・市役所正面玄関ロビー
　・今立総合支所正面玄関ロビー
●電子メールアドレス
　koutyou@city .ech izen . lg . jp　

と　き　平成19年１月７日(日)　
ところ　文化センター(高瀬二丁目)
と　き　平成19年１月７日(日)　
ところ　文化センター(高瀬二丁目)成人式のご案内成人式のご案内成人式のご案内成人式のご案内成人式のご案内

※アトラクションに参加していただける人を募集しています。

※１部「式典」と２部「講演会」には、市民の皆さんも参加できます。

その他　車での来場はご遠慮ください。やむを得ず車で来る場合には、市体育館

の駐車場をご利用ください。また、簡素な服装で参加しましょう。

※学校や就職のため市外へ転出している人(住民票がない人)で、成人式に出席し

たい人は、住所、氏名、生年月日、電話番号をハガキに書いて申し込むか、電

話で直接申し込んでください。

申込・問合先　　生涯学習課　1(２２)３９７７　〒915－8530(住所不要)　

▼１部「式典」 午後１時半～１時50分
内容　祝辞、新成人のことば
▼２部「講演会」　午後２時～３時
演題　「 新成人に向けて 」 

講師　水谷修氏(夜回り先生)
▼３部「新成人のつどい」午後３時10分～４時半
内容　アトラクションなどの成人式実行委員会の企画

飲酒運転は
絶対やめましょう！
飲酒運転は
絶対やめましょう！

みずたに  おさむ

催し物情報催し物情報催し物情報

1(23)58111(23)5811

中
央
図
書
館
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今
立
図
書
館

　
1(

４
３)

０
２
２
９
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